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人口：147,345人　男性：73,640人　女性：73,705人　世帯数：55,477世帯（平成23年11月1日現在・外国籍のかたも含みます）
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 「上半期財政状況」
 「人事行政運営状況」

攻めの姿勢で
深谷を元気に！！

　

歳
出
面
で
は
、
こ
の
10
年
間
で
景
気

の
低
迷
や
高
齢
化
な
ど
の
影
響
を
受

け
、
医
療
費
や
生
活
保
護
費
の
増
加
、

子
ど
も
手
当
の
支
給
開
始
に
伴
い
、
扶

助
費
が
２
倍
に
増
加
し
て
い
ま
す
（
図

１
の
通
り
）。
こ
の
扶
助
費
の
伸
び
は
、

団
塊
の
世
代
の
高
齢
化
に
伴
い
、
さ

ら
に
大
き
く
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ

ま
す
。

　

歳
入
面
で
は
、
市
税
が
大
幅
に
減
額

と
な
っ
て
お
り
、
不
足
分
を
補
う
た
め

基
金
（
貯
蓄
）
を
取
り
崩
す
ほ
か
、
国

か
ら
交
付
さ
れ
る
地
方
交
付
税
に
依
存

し
て
い
る
状
況
で
す
。
景
気
の
状
況
に

も
よ
り
ま
す
が
、
少
子
化
に
よ
る
生
産

年
齢
人
口
の
減
少
な
ど
か
ら
、
今
後
も

税
収
の
増
加
は
安
易
に
見
込
め
ま
せ
ん
。

　

こ
う
し
た
社
会
経
済
状
況
に
加
え
、

国
の
債
務
が
１
，
０
０
０
兆
円
を
超
え

よ
う
と
し
て
い
る
現
在
、
国
か
ら
の
地

方
交
付
税
や
補
助
金
な
ど
が
減
額
さ
れ

る
こ
と
は
容
易
に
想
像
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

現
在
、
１
市
３
町
が
合
併
し
た
た

め
、
地
方
交
付
税
は
特
別
に
増
額
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
こ
の
増
額
分
は
平
成
28

年
度
か
ら
徐
々
に
減
り
、
平
成
32
年
度

で
終
了
し
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
市
の

財
政
状
況
は
年
々
厳
し
さ
を
増
し
て

い
き
ま
す
。

　

平
成
28
年
度
に
な
っ
て
対
応
す
る
の

で
は
な
く
、
乗
り
越
え
ら
れ
る
体
制
づ

く
り
が
今
肝
心
な
の
で
す
。そ
の
た
め
、

市
は
現
在
そ
し
て
将
来
を
見
据
え
た
改

革
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

厳
し
い
財
政
運
営
か
ら
の

脱
却
を
目
指
し
て

　近年、市税の減少傾向が続き、財政運営が厳しくなっています。現在、行財政改革を
推進し、福祉関連事業を重点にしつつ、地域の活性化に取り組んでいます。
　今月の特集では、「平成23年度上半期財政状況」（4ページ）および「人事行政運営状況」
（5ページ）と併せ、現在の市の状況と今後の展開について取り上げます。

　

市
は
、
全
力
投
球
で
、
あ
ら
ゆ
る
角

度
か
ら
政
策
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

1
企
業
誘
致
を
強
化

　

今
年
４
月
、
市
の
組
織
改
正
を
行
い

「
企
業
誘
致
推
進
室
」
を
立
ち
上
げ
ま
し

た
。
現
在
、
企
業
誘
致
・
留
置
を
積
極

的
に
推
進
す
る
ほ
か
、
さ
ら
な
る
政
策

に
着
手
し
て
い
ま
す
（
左
「
将
来
の
深
谷

を
活
性
化
す
る
４
つ
の
政
策
」
の
通
り
）。

2
中
心
市
街
地
を
活
性
化

　

新
た
な
に
ぎ
わ
い
を
創
出
す
る
た

め
、中
心
市
街
地
の
活
性
化
策
と
し
て
、

深
谷
商
工
会
議
所
と
と
も
に
、
空
き
店

舗
対
策
事
業
や
イ
ベ
ン
ト
事
業
な
ど
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
今
年
度
は

「
産
業
祭
」
を
旧
中
山
道
で
行
い
、
今

月
行
わ
れ
る
「
全
国
ね
ぎ
サ
ミ
ッ
ト
」

も
旧
中
山
道
で
実
施
し
ま
す
。　

3
道
の
駅
な
ど
の
外
郭
団
体
の
改
革
を

推
進

　

道
の
駅
と
の
協
定
内
容
を
見
直
し
た

結
果
、
昨
年
度
に
比
べ
、
市
の
収
入
が

約
１
，
６
０
０
万
円
の
増
加
と
な
る
見

込
み
で
す
。

「
財
政
の
改
革
」と「
深
谷
の
活
性
化
」3

1

2

4

　県北西部の今後の展望として、「圏央道や
北関東道の開通」、「平成25年にホンダ新工
場（寄居町）が稼働予定」など、地域の潜在
能力が高まるとともに、競争力を強化するこ
とが必要です。そこで市では、深谷市に多く
の人や企業が集まり、経済が活性化するよう、
以下の政策を展開していきます。

　　企業誘致を推進
　最近では、凸版印刷㈱（本田）、㈱
G
ジ ー テ ク ト

-TEKT（本田）などが、市の工場等立地
促進制度を活用し、新規工場の操業や規模拡
大など、大規模な設備投資を行っています。

産業団地（国道140号沿い）計画
　市の働き掛けにより、県は20ha規模の
産業団地計画を検討しています。

花園 ICまちづくりジャンクション構想
　近隣市町村との連携による広域的なまち
づくりを進めるため、県北西部地域の玄関
口となる花園IC周辺に、高い集客力のある
都市型観光機能と農業をはじめとする地場産
業を活性化する機能を持つ複合型施設の設置
などを検討しています。

寄居PAスマート ICの設置
　深谷市・寄居町・美里町の1市2町は、
企業誘致を視野に入れた、大型車両が利用
できるスマートICの設置を目指していま
す。今年2月には、地区協議会を設置し、
協議を進めています。

図1　扶助費の推移
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4
補
助
金
を
見
直
し

　

約
30
年
も
前
か
ら
見
直
し
の
必
要
性

を
指
摘
さ
れ
な
が
ら
も
、
今
ま
で
先
延

ば
し
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
間
、
既

得
権
的
な
も
の
に
な
っ
て
し
ま
っ
た

り
、
補
助
の
目
的
が
社
会
情
勢
に
適
し

て
い
な
い
も
の
も
数
多
く
あ
り
ま
し
た

の
で
、
公
平
で
真
に
必
要
な
活
動
に
補

助
を
し
て
い
け
る
よ
う
見
直
し
を
行
い

ま
し
た
。

5
事
業
仕
分
け
を
実
施

　

昨
年
の
事
業
仕
分
け
で
、
総
事
業
の
見

公 開

直
し
に
よ
り
、
３
億
９
，
７
５
４
万
５
千

円
の
減
額
と
な
り
ま
し
た
。

6
職
員
な
ど
の
人
件
費
を
縮
減

　
「
定
員
適
正
化
計
画
」（
平
成
18
〜
27

年
度
ま
で
の
10
年
間
で
職
員
数
を
１
，

０
９
８
人
と
す
る
計
画
）
を
策
定
し
、

平
成
19
年
度
以
降
、
目
標
を
上
回
る
縮

減
を
図
り
ま
し
た
。

　

平
成
22
年
度
は
、
平
成
18
年
度
比

で
、
職
員
数
１
３
１
人
の
減
、
人
件
費

14
億
９
，
０
０
４
万
円
の
減
と
な
っ
て

い
ま
す
。

将来の深谷を活性化する4つの政策
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 億円
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173億　809万円

96億2,888万円

94億8,755万円

62億9,958万円

67億8,411万円

31億6,356万円

51億8,970万円

0円

29億4,585万円

29億4,585万円

28億1,045万円

4億6,579万円

26億4,279万円

10億　932万円

14億6,431万円

1億9,648万円

13億7,308万円

6億　234万円

33億4,266万円

15億　102万円

187億　635万円

83億3,595万円

76億     35万円

23億8,750万円

66億6,744万円

49億6,938万円

54億　487万円

18億8,606万円

49億3,550万円

12億8,920万円

48億　330万円

16億8,162万円

19億1,562万円

8億2,760万円

12億9,492万円

5億4,324万円

12億6,227万円

5億　999万円

7億5,797万円

4億7,419万円

市 税 民 生 費

地 方
交 付 税 総 務 費

国 庫
支 出 金 公 債 費

繰 越 金 衛 生 費

市 債 土 木 費

県支出金 教 育 費

繰 入 金 消 防 費

諸 収 入

分担金及
び負担金

商 工 費

農 林
水産業費

そ の 他 そ の 他

歳入 歳出
173億　809万円

96億2,888万円

94億8,755万円

62億9,958万円

67億8,411万円

31億6,356万円

51億8,970万円

0円

29億4,585万円

29億4,585万円

28億1,045万円

4億6,579万円

26億4,279万円

10億　932万円

14億6,431万円

1億9,648万円

13億7,308万円

6億　234万円

33億4,266万円

15億　102万円

187億　635万円

83億3,595万円

76億     35万円

23億8,750万円

66億6,744万円

49億6,938万円

54億　487万円

18億8,606万円

49億3,550万円

12億8,920万円

48億　330万円

16億8,162万円

19億1,562万円

8億2,760万円

12億9,492万円

5億4,324万円

12億6,227万円

5億　999万円

7億5,797万円

4億7,419万円

歳入予算額

収入済額

歳入予算額：
533億4,859万円

収入済額：
258億1,282万円

歳出予算額

支出済額

歳出予算額：
533億4,859万円

支出済額：
229億　474万円

平成23年度上半期  財政状況
　皆さんが納めた税金や国から交付される地方交付税、国庫支出金などが1年でどのくらい入り、また、どん
な事業にどのくらい使われたかという「財政状況」を毎年2回に分けてお知らせしています。
　今回は、平成23年9月30日現在の財政状況をお知らせします。　 　問い合わせ　財政課（う574‐6632）

※表示金額未満を四捨五入しているため、合計と合わない場合があります。

一般会計

特別会計
水道事業 （税込み）

区分 予算額
収入済額

支出済額

収益的
収　支

収入 26億9,242万円 12億4,846万円

支出 22億5,538万円 5億8,144万円

資本的
収　支

収入 28億　652万円 732万円

支出 54億5,317万円 8億1,988万円

区分 予算額 収入済額 支出済額

国民健康保険 145億8,547万円 71億8,606万円 69億2,297万円

後期高齢者医療 20億　325万円 7億5,729万円 7億4,504万円

農 業 集 落
排 水 事 業 7億7,433万円 3億6,363万円 3億4,057万円

国 済 寺 土 地
区画整理事業 10億7,634万円 2億6,800万円 2億7,793万円

岡 中 央 土 地
区画整理事業 1億4,397万円 8,228万円 2,001万円

武川中央土地
区画整理事業 3,223万円 2,735万円 1,139万円

小前田駅北西部
土地区画整理事業 9,270万円 7,325万円 3,182万円

企業会計

下水道事業 （税込み）

区分 予算額
収入済額

支出済額

収益的
収　支

収入 17億1,849万円 11億3,276万円

支出 17億8,620万円 3億9,540万円

資本的
収　支

収入 14億2,237万円 4,708万円

支出 21億6,967万円 8億4,911万円

人件費 （平成22年度普通会計決算）
住民基本台帳人口
（平成23年3月31日）

歳出額
（A）

人件費
（B）

人件費比率
（B/A）

144,789人 501億7,533万円 89億6,889万円 17.9％

※普通建設事業に係る人件費を含めています。

職員給与費 （平成22年度普通会計決算）

職員数
給与費

給料 職員手当
（うち期末・勤勉手当） 合計

1,041人 38億6,834万円 22億322万円
(14億922万円) 60億7,157万円

※職員手当には、退職手当を含みません。

職員の平均給料月額と平均年齢（平成23年4月1日現在）

区分 平均給料月額 平均年齢

一般行政職 318,014 円 41.8 歳

職員の初任給 （平成23年4月1日現在）

区分 大学卒 短大卒 高校卒

一般行政職 178,800 円 158,700 円 144,500 円

職員の学歴・経験年数別平均給料月額（平成23年4月1日現在）

区分 経験年数
10～15年未満

経験年数
20～25年未満

一般行政職

大学卒 267,594円 351,214円

短大卒 254,261円 327,780円

高校卒 235,663円 318,685円

期末・勤勉手当の支給割合（平成23年度）

区分 6月期 12月期 合計

期末手当 1.225月分 1.375月分 2.60月分

勤勉手当 0.675月分 0.675月分 1.35月分

退職手当 （平成23年度）

勤続年数 20年 30年 35年 最高限度額

自己都合 23.50月分 41.50月分 47.50月分 59.28月分

勧奨・定年 30.55月分 50.70月分 59.28月分 59.28月分

※退職手当は、埼玉県市町村総合事務組合の市町村職員退職手当条例により
支給されます。

特別職の報酬など（平成23年度）

区分 報酬・給料 期末手当

市議会議長 報酬　月額 492,000円 6月期1.90月分

12月期2.05月分

合計3.95月分

市議会副議長 報酬　月額 428,000円

市議会議員 報酬　月額 403,000円

市長 給料　月額 910,000円 6月期1.875月分

12月期2.025月分

合計3.90月分

副市長 給料　月額 755,000円

教育長 給料　月額 683,000円

職員級別 （平成23年4月1日現在）

（一般職）

区分 1級 2級 3級 4級 5級 6級 7級 8級

標準的な
職務内容

主事補・
技師補

主事・
技師 主任 係長・

主査
課長
補佐

課長・
主幹 次長 部長

職員数 59人 155人 276人 350人 120人 85人 26人 17人

構成比 5.3％ 13.8％ 24.6％ 31.2％ 10.7％ 7.6％ 2.3％ 1.5％

（技能労務職）

区分 1級 2級 合計 ※深谷市の給与条例に基づく給料
表の級区分による職員数です。
　標準的な職務内容とは、それぞれ
の級に該当する代表的な職名で
す。
　職員数は、部門別職員数の状況か
ら教育長を除いたものです。

標準的な
職務内容

業務員・
給食調理員 -

職員数 22人 11人 1,121人

構成比 2.0% 1.0% 100.0%

職員の任用および職員数に関する状況 職員の給与に関する状況

　職員の任用、給与や勤務状況など、人事行政の運営状況(概要)をお知らせします。詳しい内容は、市ホーム
ページ、または市役所本庁舎市政情報コーナーでご覧ください。　　 問い合わせ　人事課（う574‐6636）

職員の採用・退職者数

一般職 技能労務職 消防職 合計

採用者数
（平成23年度） 27人 0人 11人 38人

退職者数
（平成22年度） 23人 4人 10人 37人

増減数 4人 －4人 1人 1人

部門別職員数 （平成23年4月1日現在）

区分 職員数

一般行政部門

　議会 8人

　総務 179人

　税務 62人

　民生 195人

　衛生 49人

　労働 3人

　農林水産 29人

　商工 15人

　土木 123人

小計 663人

特別行政部門

　教育 148人

　消防 224人

小計 372人

公営企業などの会計部門

　水道 31人

　下水道 30人

　その他 26人

小計 87人

合計 1,122人

※平成23年4月１日現在の定員管理調査に基づく人数です。

人事行政運営状況
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タ
イ
ム
ト
リ
ッ
プ

　

最
近
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
朝
ド
ラ
「
カ
ー
ネ
ー

シ
ョ
ン
」
を
楽
し
み
に
見
て
い
ま
す
。

脚
本
や
演
技
も
素
晴
ら
し
い
も
の
で
す

が
、昭
和
初
期
の
商
店
街
や
フ
ァ
ッ
シ
ョ

ン
、
ま
た
昔
の
人
の
会
話
や
感
覚
が
、

す
ご
く
心
地
良
く
魅
了
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

先
月
は
、
渋
沢
栄
一
没
後
80
年
記
念

事
業
を
開
催
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た

が
、
こ
の
事
業
に
は
渋
沢
栄
一
翁
か
ら

学
ぶ
こ
と
の
ほ
か
に
、
旧
中
山
道
深
谷

宿
に
か
つ
て
の
輝
き
を
取
り
戻
す
こ
と

や
、
少
し
前
の
時
代
に
あ
っ
た
心
の
ゆ

と
り
み
た
い
な
も
の
を
感
じ
て
ほ
し
い

と
い
う
思
い
が
あ
り
ま
し
た
。

　

当
日
は
な
ん
と
か
天
候
に
も
恵
ま
れ

て
、
た
く
さ
ん
の
か
た
が
た
に
旧
中
山

道
に
お
越
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。
七
夕

ま
つ
り
以
外
で
あ
れ
だ
け
の
人
々
が
集

ま
っ
た
の
は
何
十
年
ぶ
り
で
し
ょ
う

か
？

　

商
店
街
に
は
か
つ
て
の
光
が
戻
っ
て
、

来
場
者
か
ら
は
「
昔
の
に
ぎ
わ
い
が
よ

み
が
え
っ
て
う
れ
し
い
。」、「
普
段
足
を

運
ば
な
い
商
店
街
に
行
っ
て
新
し
い
発

見
が
あ
っ
た
。」、「
何
年
も
会
え
な
か
っ

た
人
に
会
え
て
良
か
っ
た
。」
と
い
っ
た

声
が
聞
こ
え
て
き
ま
し
た
。
懐
か
し
い

場
所
や
人
と
の
再
会
っ
て
、
や
は
り
一

番
う
れ
し
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

　

翌
朝
旧
中
山
道
に
行
っ
た
と
こ
ろ
、

そ
こ
に
は
い
つ
も
の
穏
や
か
な
通
り
が

あ
り
ま
し
た
。「
み
ん
な
を
楽
し
ま
せ
て

く
れ
て
本
当
に
あ
り
が
と
う
。」

　

今
、
ま
す
ま
す
高
齢
化
が
進
ん
で
い

く
中
で
、
お
年
寄
り
が
不
安
を
感
じ
た

り
、
今
以
上
に
人
の
つ
な
が
り
が
薄
く

な
る
こ
と
は
絶
対
に
い
け
ま
せ
ん
。
昔

は
商
店
街
と
か
い
ろ
ん
な
場
所
で
、
気

軽
に
お
茶
が
飲
め
て
ほ
っ
と
で
き
た
の

で
す
。
今
回
の
経
験
を
生
か
し
、
ま
た

皆
さ
ん
と
考
え
な
が
ら
、
そ
ん
な
「
ゆ

と
り
」
を
感
じ
ら
れ
る
市
政
に
つ
な
げ

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

秋
の
叙
勲
・
褒
章
・
危
険
業
務
従
事
者
叙
勲

受
章
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　

11
月
３
日
に
、
内
閣
府
か
ら
、

秋
の
叙
勲
・
褒
章
お
よ
び
危
険
業

務
従
事
者
叙
勲
が
発
令
さ
れ
ま
し

た
。
市
内
か
ら
は
、
多
年
に
わ
た

り
各
分
野
で
活
躍
、
貢
献
さ
れ
た

か
た
が
た
が
受
章
の
栄
誉
に
輝
か

れ
ま
し
た
。

※
年
齢
は
、
発
令
日
を
基
準
と
し

て
い
ま
す
。■

瑞
宝
単
光
章

■
瑞
宝
双
光
章

■
瑞
宝
単
光
章

■
藍
綬
褒
章

〈
防
衛
業
務
功
労
〉

〈
防
犯
功
績
〉

武
たけ

井
い

守
まもる

 氏
（東方・61歳）
元 防衛技官

〈
防
衛
功
労
〉

荒
あら

木
き

隆
たか

好
よし

 氏
（武蔵野・61歳）
元 2等空尉

〈
警
察
功
労
〉

安
あん

藤
どう

悦
よし

男
お

 氏
（岡・73歳）
元 埼玉県警視

〈
警
察
功
労
〉

坂
さか

上
うえ

守
まもる

 氏
（上柴町東・71歳）
元 埼玉県警部

〈
防
衛
功
労
〉

泉
いずみ

義
よし

郎
ろう

 氏
（東方町・64歳）
元 准空尉

〈
警
察
功
労
〉

國
こく

分
ぶん

㓛
いさお

 氏
（上柴町西・71歳）
元 埼玉県警部

〈
警
察
功
労
〉

髙
たか

久
く

正
ただし

 氏
（西大沼・71歳）
元 埼玉県警視

〈
消
防
功
労
〉

矢
や

内
ない

忠
ただし

 氏
（岡・64歳）

元 深谷市消防司令

〈
防
衛
功
労
〉

塚
つか

越
ごし

仁
ひと

志
し

 氏
（柏合・61歳）
元 2等空尉

〈
防
衛
功
労
〉

福
ふく

島
しま

勤
つとむ

 氏
（上柴町西・61歳）
元 1等陸尉

吉
よし

岡
おかとら

市
いち

 氏
（武蔵野・70歳）

現 寄居地域安全防犯協会副会長

秋の叙勲

危険業務従事者叙勲

秋の褒章

〜
深
く
韓
じ
る
シ
ネ
マ
ウ
イ
ー
ク
・
キ

ム
・
ギ
ド
ク
監
督
特
集
〜

「
春
夏
秋
冬
そ
し
て
春
」

（
ド
イ
ツ
・
韓
国
・
１
０
２
分
・
字
幕
）

と
き　

12
月
４
日
㈰
〜
８
日
㈭
①
③
、

９
日
㈮
・
10
日
㈯
②
④

内
容　

小
さ
な
寺
の
少
年
僧
の
成
長
と

生
涯
を
描
く
。

「
コ
ー
ス
ト
ガ
ー
ド
」

（
韓
国
・
96
分
・
字
幕
）

と
き　

12
月
４
日
㈰
〜
８
日
㈭
②
④
、

９
日
㈮
・
10
日
㈯
①
③

内
容　

南
北
境
界
線
付
近
の
海
岸
で

カ
ッ
プ
ル
を
誤
射
し
た
兵
士
の
錯
乱
と

狂
気

「
チ
ャ
ッ
プ
リ
ン
の
黄
金
狂
時
代
」

（
米
・
字
幕
）

と
き　

12
月
11
日
㈰
〜
17
日
㈯
①
③

内
容　

金
鉱
目
指
し
て
集
ま
っ
た
面
々

が
、吹
雪
の
山
小
屋
で
騒
動
を
繰
り
広
げ
る
。

「
チ
ャ
ッ
プ
リ
ン
の
モ
ダ
ン
タ
イ
ム
ス
」

（
米
・
字
幕
）

と
き　

12
月
11
日
㈰
〜
17
日
㈯
②
④

内
容　

近
代
工
場
で
働
く
主
人
公
が
人
間

性
を
失
い
失
業
し
て
街
を
さ
ま
よ
う
が
…
。

「
チ
ャ
ッ
プ
リ
ン
の
街
の
灯
」

（
米
・
字
幕
）

と
き　

12
月
18
日
㈰
〜
25
日
㈰
①
④

内
容　

目
の
不
自
由
な
花
売
り
娘
と
彼

女
に
恋
し
た
放
浪
紳
士
と
の
交
流
と
そ

の
結
末

「
あ
ぜ
み
ち
ジ
ャ
ン
ピ
ン
ッ
！
」

（
日
本
・
85
分
・
字
幕
）

と
き　

12
月
18
日
㈰
〜
25
㈰
②
③

内
容　

聴
覚
に
障
害
の
あ
る
少
女
が
ダ

ン
ス
チ
ー
ム
の
中
で
試
練
を
乗
り
越
え

成
長
し
て
ゆ
く
。
主
人
公
を
演
じ
る
の

は
、
埼
玉
が
生
ん
だ
ジ
ュ
ニ
ア
ア
イ
ド

ル
出
身
・
大
場
は
る
か
。
初
日
は
監
督

と
と
も
に
来
館

※
上
映
情
報
は
す
べ
て
予
定
で
す
。
予
告

な
し
に
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

定
期
上
映
時
間

①
午
前
10
時
30
分
〜

②
午
後
１
時
30
分
〜

③
午
後
４
時
30
分
〜

④
午
後
７
時
30
分
〜

通
常
料
金　

１
，０
０
０
円　

あ
Ｎ
Ｐ
Ｏ
市
民
シ
ア
タ
ー
・
エ
フ
（
☎

５
５
１
‐
４
５
９
２
）

※
火
曜
日
定
休

深谷市長　小島　進

12月のご案内

振
り
返
る
２
０
１
1
年

振
り
返
る
２
０
１
1
年

27
日
：
第
５
回
ふ
か
や
シ

テ
ィ
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン

11
日
：
午
後
２
時
46
分
東
北

地
方
太
平
洋
沖
地
震
発
生

　
▪
職
員
派
遣（
11
日
〜
）

　
▪
義
援
金
の
受
け
付
け

　（
14
日
〜
）

　
▪
救
援
物
資
の
受
け
付
け

（
18
日
〜
）

１
日
：
市
役
所
組
織
改
正

（
こ
ど
も
未
来
部
創
設
、企

業
誘
致
推
進
室
新
設
）

１
日
：
深
谷
は
ば
た
き
特
別

支
援
学
校
開
校

10
日
：
県
議
会
議
員
一
般
選
挙

24
日
：
市
議
会
議
員
一
般
選
挙

29
・
30
日
：
第
８
回
ふ
か
や

花
フ
ェ
ス
タ
＆
オ
ー
プ
ン

ガ
ー
デ
ン
フ
ェ
ス
タ

28
日
：
ふ
っ
か
ち
ゃ
ん
誕
生

１
周
年
イ
ベ
ン
ト（
ア
リ
オ

深
谷
）

１
日
：
キ
ラ
ラ
上
柴
行
政

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
開
設

１
日
：
自
治
会
訪
問
２
０
２

ふ
れ
あ
い
座
談
会
ス
タ
ー

ト
８
〜
10
日
：
第
61
回
深
谷
七

夕
ま
つ
り

11
日
：
深
谷
市
医
師
育
成
奨

学
生
募
集
開
始

　
▪
申
込
者
数
40
人

　
▪
候
補
者
２
人
・
補
欠
13

人（
10
月
14
日
発
表
）

30
日
：
第
16
回
深
谷
ま
つ
り

31
日
：
県
知
事
選
挙

14
日
：
は
な
ぞ
の
ふ
る
さ
と

納
涼
夏
ま
つ
り

８
日
：
武
川
中
央
土
地
区
画

整
理
事
業
地
区
内
の
町

名
・
地
番
の
変
更

９
日
：
お
か
べ
コ
ス
モ
ス
祭

２
０
１
１

11
〜
13
日
：
渋
沢
栄
一
没
後

80
年
記
念
事
業

10
・
11
日
：
全
国
ね
ぎ
サ

ミ
ッ
ト
２
０
１
１

６
月

７
月

２
月

４
月

８
月

11
月

12
月

３
月

10
月
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暴 挙 の 企
き

図
と

⑵

※本コーナーの全編を通じて、登場する人物については、歴史上の人物としてその敬称を略します。また、年齢
については、当時の通例に従い数え年の表記とします。

　

毎
年
、
秋
の
農
林
公
園
を
会
場
に
、

近
隣
の
太
鼓
団
体
が
集
ま
り
、
ダ
イ
ナ

ミ
ッ
ク
な
演
奏
を
披
露
す
る
『
さ
い
た

ま
太
鼓
ま
つ
り
』。
そ
の
開
催
は
、
地

元
川
本
の
重
忠
太
鼓
保
存
会（
以
下「
保

存
会
」）
の
皆
さ
ん
と
ふ
か
や
市
商
工

会
の
協
力
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
つ

り
の
ト
リ
を
飾
る
重
忠
太
鼓
は
、
鎌
倉

時
代
の
地
元
の
名
将
・
畠
山
重
忠
公
の

勇
猛
さ
や
、
戦い

く
さ

の
情
景
を
、
太
鼓
の
音

色
で
表
現
し
、
聴
衆
を
包
み
ま
す
。

　

保
存
会
の
発
足
は
昭
和
63
年
４
月
。

重
忠
公
史
跡
公
園
に
あ
る
重
忠
像
の
除

幕
式
で
、太
鼓
演
奏
を
披
露
す
る
た
め
、

地
元
の
有
志
17
人
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　

翌
年
に
は
、
県
と
メ
キ
シ
コ
州
と
の

姉
妹
提
携
10
周
年
記
念
式
典
に
招
待
さ

れ
、
国
境
を
超
え
て
和
太
鼓
の
魅
力
を

伝
え
ま
し
た
。　

　

こ
れ
ま
で
に
延
べ
２
０
０
人
を
超
え

る
メ
ン
バ
ー
が
重
忠
太
鼓
の
演
奏
に
汗

を
流
し
ま
し
た
。
今
は
小
学
１
年
生
か

ら
50
代
ま
で
の
仲
間
33
人
で
、
週
１
回

の
練
習
を
継
続
し
て
い
ま
す
。

　

23
年
の
間
に
曲
の
レ
パ
ー
ト
リ
ー
も

増
え
、
現
在
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン

ト
か
ら
声
を
掛
け
ら
れ
、
年
20
数
回
の

舞
台
を
踏
ん
で
い
ま
す
。
地
元
小
学

校
で
の
太
鼓
指
導
に
も
力
を
注
い
で
お

り
、
夏
に
は
被
災
し
た
田
野
畑
村
の
子

ど
も
た
ち
と
交
流
し
ま
し
た
。

　

重
忠
像
の
除
幕
式
の
際
、
そ
の
足
元

に
埋
め
ら
れ
た
「
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
」

に
は
、
重
忠
太
鼓
の
譜
面
が
入
れ
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

代
表
の
福
島
さ
ん
は
、「
そ
れ
を
開

け
る
１
０
０
年
後
、
そ
の
時
に
も
重
忠

太
鼓
の
音
色
が
響
い
て
い
て
ほ
し
い
。

そ
の
た
め
に
も
次
の
世
代
に
伝
え
て
い

き
た
い
。」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

▲重忠太鼓が地域の文化として根付くよう、

練習に精を出す保存会の皆さん

　血洗島にお住まいの須長さんご夫妻は、結

婚38年目。早くにご両親を亡くされた敏二

さんは、典子さん家族が持つ温かさにひかれ

たそうです。若いころは、ともに教員として

良き相談相手となったお二人。現在も、お互

いの得意な分野を率先して行い、助け合って

います。

　夫婦円満の秘訣は、『ありがとう』を声に

出すこと。心で思っているだけでなく、言葉

にして伝えることが大切だそうです。

声に出して
ありがとう

須
す

長
な が

 敏
と し

二
じ

さん（65歳）

　 　典
の り

子
こ

さん（62歳）

さん（65歳）

～重忠太鼓保存会～

福
ふく

島
しま

健
けん

一
いち

代表

　

文
久
三
年
（
一
八
六
三
）
春
、
栄
一

は
再
び
江
戸
へ
出
ま
す
。
滞
在
は
四
ヶ

月
に
及
び
、
こ
の
間
郷
里
と
の
間
を
し

ば
し
ば
往
復
し
た
よ
う
で
す
。

　

こ
の
前
後
、
京
都
よ
り
長ち

ょ
う

七し
ち

郎ろ
う

が
帰

り
、
河こ

う

野の

顕け
ん

三ぞ
う

の
遺
稿
を
、
栄
一
に
託

し
ま
す
。
栄
一
は
、
こ
れ
を
読
ん
で
感

激
し
、
自
ら
費
用
を
出
す
と
と
も
に
、

顕
三
の
人
と
な
り
に
つ
い
て
「
越お

智ち

通み
ち

桓た
け

小し
ょ
う

伝で
ん

」
を
執
筆
、『
春し

ゅ
ん

雲う
ん

楼ろ
う

遺い

稿こ
う

』

と
題
し
て
出
版
し
ま
す
。

　

井い

伊い

大
老
に
続
い
て
安あ

ん

藤ど
う

老
中
が
襲

わ
れ
る
こ
と
で
、
幕
府
の
権
威
も
よ
う

や
く
地
に
落
ち
、
当
時
の
世
相
は
、
攘

夷
論
・
尊
王
論
の
真
っ
盛
り
だ
っ
た
よ

う
で
す
。

　

そ
う
し
た
中
、
栄
一
・
惇じ

ゅ
ん

忠ち
ゅ
う

・
喜き

作さ
く

を
中
心
に
、
海か

い

保ほ

塾じ
ゅ
く

や
千
葉
道
場
の
仲

間
も
加
わ
り
、
来
る
十
一
月
十
二
日
の

冬
至
の
日
を
期
し
て
、
高
崎
城
に
討
ち

入
り
、
こ
こ
で
兵
備
を
整
え
た
上
で
、

一
気
に
横
浜
に
下
り
、
外
国
人
を
皆
殺

し
に
す
る
と
い
う
恐
る
べ
き
計
画
が
持

ち
上
が
っ
て
い
た
の
で
し
た
。

　

栄
一
は
、
藍
玉
の
商
売
勘
定
か
ら
ひ

そ
か
に
百
五
十
両
ほ
ど
を
持
ち
出
し
、

武
器
や
武
具
を
買
い
整
え
ま
す
。
ま
た

家
族
に
累
が
及
ぶ
の
を
恐
れ
、「
後の

ち

の

月
見
」
と
い
わ
れ
る
月
見
の
う
た
げ
に

か
こ
つ
け
て
、
そ
れ
と
な
く
父
に
別
れ

を
告
げ
よ
う
と
し
ま
す
。
惇
忠
・
喜
作

も
加
わ
り
、
栄
一
は
国
事
に
奔
走
し

た
い
と
い
う
志
を
述
べ
る
と
と
も

に
、
自
ら
勘
当
を
申
し
出
ま
す
。

　

父
と
子
の
話
し
合
い
は
夜
明
け
に

ま
で
及
び
、
つ
い
に
父
の
市い

ち

郎ろ
う

右う

衛え

門も
ん

が
折
れ
、
こ
れ
を
許
し
ま
す
。

　

こ
う
し
た
計
画
が
進
行
す
る
一

方
、
栄
一
と
喜
作
は
、
江
戸
で
知
り

合
っ
た
一ひ

と
つ

橋ば
し

家
の
家
臣
川か

わ

村む
ら

恵け
い

十じ
ゅ
う

郎ろ
う

を
介
し
て
、
同
家
の
重
臣
平ひ

ら

岡お
か

円え
ん

四し

郎ろ
う

の
知
遇
を
得
て
お
り
、
同
家
へ
の

仕
官
を
勧
め
ら
れ
、
ほ
と
ん
ど
こ
れ

に
応
ず
る
よ
う
な
動
き
を
見
せ
て
い

ま
す
。
栄
一
の
談
話
に
よ
れ
ば
、
一

橋
家
の
家
臣
に
な
っ
た
方
が
、
こ
の

挙
兵
計
画
を
進
め
る
上
で
何
か
と
便

利
だ
か
ら
と
い
う
理
由
な
の
で
す

が
、
な
か
な
か
複
雑
な
事
情
が
あ
っ

た
よ
う
で
す
。

（
文
：
新
井
慎
一
）

▲尾高惇忠生家（下手計地内）
2階の座敷で、高崎城乗っ取り・横浜襲
撃計画が練られました

﹇
第
６
回
﹈

学校のみんなへ

上柴東小学校5年　上
うえ

田
だ

陽
はる

人
と

 さん

　ぼくは、足が不自由なので、車いすです。学校で

の生活は、不安なこともたくさんあるけれど、いつ

も、先生方や友達がやさしく声をかけてくれて、い

ろいろ助けてくれます。ぼくは、そんなやさしい人

たちに囲まれて、楽しく学校に通っています。ぼく

は、とても感しゃしています。

　みんなと同じように自由な体になりたいと思うこ

ともあるけれど、人のやさしい心をたくさんもらえ

ることを感しゃして、一人ひとりに対するありがと

うの心を大切にします。

 優秀賞
小学校高学年の部

重
忠
公
の
生
涯
を
太
鼓
で
伝
承

『尊王論』『攘夷論』
　江戸時代に、天皇を尊ぶ考え方「尊王
論」が高まりました。
　さらに、幕末になると、外国船が来
航し、その圧力が強まると、外国との
通商に反対し、外国を撃退して鎖国を
通そうとする考え方「攘夷論」が強く
なりました。

　開国後に社会が混乱すると、外国に対
して弱腰な幕府に反感が強まり、尊王論
と攘夷論が結び付き、下級武士を中心と
して尊王攘夷運動が起こりました。
　この尊王攘夷運動の中心であった長州
藩や薩摩藩が、英仏蘭米四か国艦隊によ
る下関砲撃事件、薩英戦争で外国勢力の
実力を見せつけられ、攘夷の不可能を悟
ると、開国・倒幕へと転換し、倒幕運動
が繰り広げられるようになりました。
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　自主映画の祭典「花の街ふかや映画祭２011」が開

催され、地元深谷で撮影された映画も多く上映。来場者

は、「ロケ地深谷」の魅力に感激していました。

　深谷交通安全協会八基支部と地域の皆さん89人によ

り、八基地内のカーブミラーや交通標識などの点検・清

掃活動が実施されました。

　市では、市政への功労が顕著なかたや市民で徳行が卓

越したかたを表彰しました。受賞者は一般表彰86人、

感謝状贈呈3人7団体です。

　花や樹木に囲まれた自然のステージで、32組の出演

者によるアコースティックな演奏が行われました。来場

者は、うっとりと耳を傾けていました。

　山河のコスモス畑で、近隣のお年寄り約100人を招

いた花見会が催されました。皆さん、煮ぼうとうなどを

食べながら、きれいなコスモスを楽しんでいました。

　いすや机、ボールなど、さまざまな物を使って、音とリ

ズムを楽しむ「リズムコレクション」の公演。子どもたち

も体全体を使ってリズムを刻み、楽しんでいました。

　街なかに隠されているヒントを集めて謎を解く『深谷

宿ミステリーツアー』が開催されました。648人のか

たが参加し、街なかを散策しました。

　子どもたちが農業体験する機会として毎年開催されて

いる「いも掘り体験農園」。この日は60人が参加し、

力いっぱいおっきなおいもを収穫しました。

今年のグランプリは飯
いい

塚
づか

貴
たか

士
し

監督の作品「E
エ ン カ ウ ン タ ー ズ

NCOUNTERS」に決まりました

この活動は平成11年から毎年実施されています

国際口笛コンクール優勝者の柴
しば

田
た

晶
あき

子
こ

さんも出演しました

この花見会は今年で10周年を迎えました

スクリーンの裏側で、一生懸命演じました

田野畑小学校へは、学校応援団の皆さんに届けていただきました

次代の巨匠発見！「花の街ふかや映画祭」
深谷シネマ

キレイなカーブミラーで安全促進
八基地内

第6回市政功労者表彰式
埼玉グランドホテル深谷

きれいな音にうっとり「森の音楽祭」
ふかや緑の王国

コスモス畑で地域交流
山河地内

音とリズムを楽しもう♪
桜ケ丘小学校

謎が解けるかな?「深谷宿ミステリーツアー」
深谷シネマ

陰影の芸術『劇団影法師公演』
大寄小学校

いも掘り体験農園
川本サングリーンパーク

飛べ白鳥米！元気を田野畑村へ
川本南小学校

  10 ／
 23

  10 ／
 29

  11 ／
 ９

  10 ／
 20

  10 ／
 29

  10 ／
 31

　この夏、川本南小学校の5年生が作製した「白鳥の田

んぼアート」から刈り取ったもち米（白鳥米）を、田野

畑小学校へ引き渡す出発式が行われました。

　劇団影法師による児童劇が公演され、子どもたちも出

演しました。西遊記のキャラクターなど、繊細な動きを

上手に表現できました。

ツアーブックを片手に約6kmの道のりを歩きました

産業祭は、旧中山道で開催。行き交う人からは昔のにぎわいを懐かしむ声も上がっていました

「渋沢栄一没後80年記念事業」開催
市内各地

  11 ／
 12

　12日・13日に、郷土の偉人渋沢栄一の没後80年を

記念し、市内各地でイベントが開催されました。2日間

で121,100人が来場し、大いににぎわいました。

  10 ／
 12

  10 ／
 16

  10 ／
 16

  10 ／
 16
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最
近
、
眠
れ
な
い
、
い
つ
も
イ

ラ
イ
ラ
す
る
…
。
そ
ん
な
心
の
ス

ト
レ
ス
度
や
落
ち
込
み
度
が
「
こ

こ
ろ
の
体
温
計
」
で
簡
単
に

チ
ェ
ッ
ク
で
き
ま
す
。

　

携
帯
電
話
や
パ
ソ
コ
ン
か
ら
、

い
つ
で
も
ど
こ
で
も
気
軽
に
利
用

で
き
、
結
果
と
相
談
窓
口
が
表
示

さ
れ
ま
す
。

ご
存
じ
で
す
か
？
障
害
基
礎
年
金

　

国
民
年
金
加
入
中
な
ど
に
初
診

日
が
あ
る
病
気
や
け
が
な
ど
で
障

害
の
状
態
に
な
っ
た
と
き
、
障
害

認
定
日
（
初
診
日
か
ら
１
年
６
か

月
を
経
過
し
た
日
、
ま
た
は
そ
の

期
間
内
に
症
状
が
固
定
し
た
日
）

に
、
国
民
年
金
法
で
定
め
る
障
害

等
級
の
１
・
２
級
に
該
当
し
た
場

合
は
、
障
害
年
金
を
受
け
取
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
初
診

日
の
前
日
に
、
初
診
日
の
属
す
る

月
の
前
々
月
ま
で
の
被
保
険
者
期

間
の
う
ち
、
保
険
料
納
付
済
み
期

間
と
免
除
期
間
（
若
年
者
納
付
猶

予
・
学
生
納
付
特
例
期
間
を
含

む
）
を
合
わ
せ
た
期
間
が
３
分
の

２
以
上
必
要
と
な
り
ま
す
（
初
診

日
が
平
成
28
年
３
月
31
日
以
前
に

あ
る
と
き
は
、
特
例
と
し
て
初
診

日
の
前
々
月
ま
で
の
直
近
の
１
年

間
に
保
険
料
の
未
納
が
な
け
れ
ば

よ
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
）。

　

な
お
、
20
歳
前
に
初
診
日
が
あ

る
病
気
や
け
が
に
よ
っ
て
障
害
の

状
態
に
な
っ
た
か
た
は
、
障
害
等

級
の
１
・
２
級
に
該
当
す
れ
ば
20

歳
か
ら
（
障
害
認
定
日
が
20
歳
以

降
の
場
合
に
は
障
害
認
定
日
か

ら
）
受
給
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、

こ
の
場
合
、
本
人
に
一
定
額
以
上

の
所
得
や
ほ
か
の
年
金
の
受
給
が

あ
る
場
合
、
支
給
が
制
限
さ
れ
ま

す
。

※
障
害
年
金
と
身
体
障
害
者
手
帳

の
等
級
で
は
、
認
定
基
準
が
異
な

り
ま
す
。
身
体
障
害
者
手
帳
が

１
・
２
級
で
あ
っ
て
も
障
害
基
礎

年
金
が
受
け
ら
れ
る
と
は
限
り
ま

せ
ん
。

※
初
診
日
と
は
、
障
害
の
原
因
と

な
っ
た
病
気
や
け
が
に
つ
い
て
、

初
め
て
医
師
の
診
療
を
受
け
た
日

の
こ
と
で
す
。

こころの体温計（メンタルヘルスチェック）をご利用ください
●問い合わせ　保健センター（☎575‐1101）

　

大
切
な
家
族
を
守
る
た
め
の

「
家
族
モ
ー
ド
」
や
赤
ち
ゃ
ん
の

い
る
お
母
さ
ん
を
守
る
「
赤
ち
ゃ

ん
マ
マ
モ
ー
ド
」
も
ご
利
用
い
た

だ
け
ま
す
。
利
用
料
は
無
料
で
す

(

通
信
料
は
自
己
負
担)

。

か
「
深
谷
こ
こ
ろ
の
体
温
計
」
で

検
索
。ま
た
は
、左
図
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー

ド
か
ら
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

国民年金からのお知らせ
●問い合わせ　熊谷年金事務所（☎522‐5132）　保険年金課（☎574‐6641）　岡部市民生活課（☎585‐2213）

川本市民生活課（☎583‐2783）   花園市民生活課（☎584‐1121）    

年末年始　ごみの特別収集
●問い合わせ　環境課（☎585‐2215）　大里広域深谷清掃センター（☎571‐0799）

　

12
月
29
日
㈭
・
30
日
㈮
に
、

「
燃
や
せ
る
ご
み
」
の
み
を
特

別
に
収
集
し
ま
す
。
午
前
８
時

30
分
ま
で
に
、
ご
み
収
集
所
へ

出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
大
掃
除
な
ど
に
伴
う

大
量
の
ご
み
は
収
集
所
に
は
出
せ
ま
せ

ん
の
で
、「
ご
み
の
分
け
方
・
出
し
方
」

を
ご
確
認
の
上
、
深
谷
清
掃
セ
ン
タ
ー

へ
直
接
搬
入
し
て
く
だ
さ
い
。

※
29
日
・
30
日
の
２
日
間
は
、
深
谷
清

掃
セ
ン
タ
ー
へ
の
直
接
搬
入
は
、
混
雑

が
予
想
さ
れ
ま
す
。
で
き
る
限
り
28
日

㈬
ま
で
の
搬
入
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

※
23
日
㈷
は
、
通
常
の
収
集
と
深
谷
清

掃
セ
ン
タ
ー
へ
の
直
接
搬
入
受
け
入
れ

を
行
い
ま
す
。

深
谷
清
掃
セ
ン
タ
ー
へ
の
直
接
搬
入

受
付
時
間　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
４

時
30
分

搬
入
で
き
る
物　

燃
や
せ
る
ご
み
・
燃

や
せ
な
い
ご
み
・
粗
大
ご
み
・
資
源

物
・
有
害
ご
み

※
正
し
く
分
別
し
て
搬
入
し
て
く
だ
さ

い
。

受
入
料
金
　（
家
庭
の
ご
み
）
50
㎏
以

下
＝
無
料
、
50
㎏
を
超
え
る
部
分
＝
10

㎏
に
つ
き
10
円

し
尿
・
浄
化
槽
の
く
み
取
り

　

年
末
の
し
尿
・
浄
化
槽
の
く
み
取
り

は
、
深
谷
・
岡
部
地
区
が
29
日
正
午
ま

で
、
川
本
・
花
園
地
区
が
28
日
午
後
４

時
30
分
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

地
区
に
よ
り
、
く
み
取
り
最
終
日
が

異
な
り
ま
す
の
で
、
下
記
の
日
程
を
確

認
の
上
、
早
め
に
担
当
業
者
に
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
年
始
の
く
み
取
り
は
、
両
地

区
と
も
平
成
24
年
１
月
４
日
㈬
か
ら
と

な
り
ま
す
。　

日日日 月月月 火火火 水水水 木木木 金金金 土土土

12/25
収集なし

1/1
収集なし

2
収集なし

3
収集なし

31
収集なし

7
収集なし

26
通常収集

27
通常収集

28
通常収集

5
通常収集

  （資源物）

6
通常収集

29
特別収集

※燃やせる
ごみのみ

4
特別収集

※燃やせる
ごみのみ

30
特別収集

※燃やせる
ごみのみ××

×× ×× ××

××

××

直接搬入できます

直接搬入できます

区分

年末 年始

申し込み・問い合わせくみ取り
最終申込日

くみ取り
最終日

くみ取り
開始日

深谷・岡部地区 12月22日㈭ 12月29日㈭
正午まで

1月4日㈬

申し込み　各地区の担当業者へ
問い合わせ　衛生センター（☎571‐4920）

川本・花園地区 ※早めに申し
込みください。

12月28日㈬
午後4時30分まで

申し込み　各地区の担当業者へ
問い合わせ　寄居町汚泥再生処理センター
　　　　　　（☎582‐0715）

保険料納付要件

↓20歳

↓20歳

初診日↓

初診日↓

原
則

特
例

保険料
免除期間 未納期間 保険料

納付済み期間 前々月 前月

保険料の納付済み期間がこの期間の3分の2以上あること
（免除・若年者納付猶予・学生納付特例期間を含む）

未納期間 保険料
免除期間

保険料
納付済み期間 前々月 前月

直近の１年間に未納がないこと

携帯電話は
こちらから
ご利用いた
だけます。

こころの体温計 37
.0
2
こ
こ
ろ
の
体
温
計

QRコード
https://fishbowlindex.jp/fukaya/

　
パソコンは以下のアドレスからご利用いただけます。

こころの体温計 （本人モード）

自分自身の
ストレス

対人関係の
ストレス

社会的な
ストレス 住環境の

ストレス

その他のストレス落ち込み度

赤金魚

石

水槽のヒビ

水の透明度

黒金魚

猫

結果画面（例）

家族モード

赤ちゃんママモード

ご本人の健康状態や人間関係、住環境などのストレス度や落ち込み度が、水
槽の中で泳ぐ金魚、猫などの絵になって表示されます。

大切なかたの心の健康状態
をご家族や、身近にいるか
たの目でチェックします。

産後女性の不安な心の健康
状態を、簡単にチェックで
きます。
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深
谷
の
未
来（
あ
す
）を
描
く「
ま
ち

づ
く
り
の
提
案
書
」募
集

あ
企
画
課
（
う
５
７
４
‐
８
０
９
６
）

　

市
民
の
皆
さ
ん
が
市
の「
ま
ち
づ
く
り
」

に
「
主
役
」
と
し
て
参
加
し
、
自
分
な
ら

ど
ん
な
こ
と
が
で
き
る
か
、
そ
の
積
極
的

な
提
案
や
ア
イ
デ
ア
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
提
案
者
に
は
抽
選
で
ふ
っ
か
ち
ゃ
ん

の
オ
リ
ジ
ナ
ル
グ
ッ
ズ
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し

ま
す
。

　

皆
さ
ん
か
ら
の
提
案
は
、
総
合
振
興
計

画
・
後
期
基
本
計
画
策
定
の
参
考
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

提
案
書
用
紙
●
市
役
所
本
庁
舎
、
総
合
支

所
、
公
民
館
、
図
書
館
な
ど
の
ほ
か
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
入
手
で
き
ま
す
。

い
12
月
16
日
㈮
ま
で
に
問
い
合
わ
せ
先
へ

介
護
保
険
認
定
調
査
員
募
集

あ
長
寿
福
祉
課
（
う
５
７
４
‐
８
５
４
４
）

応
募
資
格
●
保
健
師
、
看
護
師
、
社
会
福

祉
士
、
介
護
福
祉
士
、
介
護
支
援
専
門
員

の
い
ず
れ
か
の
資
格
を
有
し
、
普
通
自
動

車
免
許
を
お
持
ち
の
か
た

※
調
査
の
実
施
に
当
た
っ
て
は
、
ご
自
分

の
自
動
車
を
使
用
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

勤
務
日
数
●
週
５
日
（
30
時
間
以
内
）

報
酬
●
月
額
１
６
２
，０
０
０
円

採
用
時
期
●
平
成
24
年
２
月
〜

募
集
人
員
●
若
干
名

い
12
月
27
日
㈫
ま
で
に
市
販
の
履
歴
書

（
顔
写
真
貼
付
・
返
却
不
可
）
に
資
格
を

有
し
て
い
る
証
明
書
（
写
し
）
を
添
付
し

て
問
い
合
わ
せ
先
へ

発
掘
調
査
作
業
員
募
集

あ
生
涯
学
習
課
（
う
５
７
２
‐
９
５
８
１
）

作
業
内
容
●
発
掘
調
査
補
助（
市
内
各
所
）

雇
用
期
間
●
12
月
初
旬
〜
（
発
掘
調
査
期

間
の
み
）

勤
務
時
間
（
予
定
）
●
月
〜
金
曜
日
午
前

９
時
〜
午
後
４
時
（
祝
日
、
年
末
年
始
を

除
く
）

時
給
●
８
５
０
円

募
集
人
員
●
若
干
名
（
65
歳
ま
で
）

い
12
月
５
日
㈪
〜
20
日
㈫
ま
で
に
、
市
販

の
履
歴
書
を
問
い
合
わ
せ
先
へ

第
15
回
深
谷
観
光
写
真
コ
ン
ク
ー
ル

作
品
募
集

あ
市
観
光
協
会
（
う
５
７
５
‐
０
０
１
５
）

題
材
●
市
内
名
所
、
自
然
、
文
化
財
、
そ

の
ほ
か
市
内
で
行
わ
れ
る
行
事
な
ど
、
観

光
宣
伝
に
適
切
と
思
わ
れ
る
未
発
表
の
写

真
で
、
平
成
23
年
１
月
１
日
〜
12
月
31
日

ま
で
の
期
間
で
撮
影
さ
れ
た
も
の

募
集
サ
イ
ズ
●
カ
ラ
ー
プ
リ
ン
ト
四
つ
切

り
（
ワ
イ
ド
四
つ
切
り
、
デ
ジ
タ
ル
カ
メ

ラ
で
撮
影
さ
れ
た
写
真
も
可
）

い
平
成
24
年
１
月
６
日
㈮
ま
で
に
、
応
募

作
品
の
裏
面
に
、
応
募
票
（
コ
ピ
ー
で
も

可
）
を
貼
付
し
、
郵
送
ま
た
は
直
接
問
い

合
わ
せ
先
へ

※
応
募
票
は
、
市
観
光
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
入
手
で
き
ま
す
。

第
20
代
深
谷
フ
ラ
ワ
ー
ク
イ
ー
ン
募
集

あ
深
谷
商
工
会
議
所
（
う
５
７
１
‐
２
１

４
５
・
〠
３
６
６
‐
０
８
２
２
仲
町
20
‐
１
）

応
募
資
格
●
深
谷
市
近
郊
の
満
18
歳
以
上

の
深
谷
を
愛
す
る
女
性
（
未
婚
・
既
婚
問

わ
ず
）

第
１
次
選
考
会
●
平
成
24
年
１
月
14
日
㈯

午
後
２
時
〜
・
産
業
会
館

い
12
月
19
日
㈪
（
当
日
消
印
有
効
）
ま
で

に
、所
定
の
応
募
用
紙
と
カ
ラ
ー
写
真（
全

身
・
上
半
身
各
１
枚
で
、
最
近
３
か
月
以

内
の
も
の
）
を
問
い
合
わ
せ
先
へ

※
入
選
し
た
フ
ラ
ワ
ー
ク
イ
ー
ン
３
人
に

は
、
10
万
円
分
の
旅
行
券
を
贈
呈
。
各
種

イ
ベ
ン
ト（
平
成
24
年
４
月
〜
25
年
３
月
）

で
活
動
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

地
球
温
暖
化
防
止
活
動
推
進
員
募
集

あ
県
温
暖
化
対
策
課
（
う
０
４
８
‐

８
３
０
‐
３
０
３
８
）

　

県
で
は
、
地
域
で
地
球
温
暖
化
防
止
の

普
及
啓
発
を
行
い
、
県
民
、
事
業
者
、
行

政
と
と
も
に
取
り
組
み
を
推
進
す
る
「
地

球
温
暖
化
防
止
活
動
推
進
員
」
を
２
年
間

の
任
期
で
委
嘱
し
て
い
ま
す
。

募
集
期
間
●
12
月
16
日
㈮
ま
で

※
詳
細
は
、
県
温
暖
化
対
策
課
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

食
生
活
改
善
推
進
員
に
よ
る

『
高
血
圧
予
防
教
室
』

あ
保
健
セ
ン
タ
ー（
う
５
７
５
‐
１
１
０
１
）

対
象
●
市
内
在
住
の
40
〜
70
歳

と
き
●
平
成
24
年
１
月
12
日
㈭
午
前
９
時

30
分
〜
午
後
２
時
30
分

と
こ
ろ
●
深
谷
市
保
健
セ
ン
タ
ー
栄
養
指

導
実
習
室

内
容
●
食
生
活
を
中
心
と
し
た
生
活
習
慣

の
見
直
し
と
改
善
（
調
理
実
習
有
り
）

定
員
●
30
人

参
加
料
●
３
０
０
円
（
食
材
費
・
保
険
料

な
ど
）

持
ち
物
●
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
筆
記
用
具

い
12
月
５
日
㈪
〜
平
成
24
年
１
月
５
日

㈭
ま
で
に
問
い
合
わ
せ
先
へ

里
親
入
門
講
座

あ
い
こ
ど
も
青
少
年
課
（
う
５
７
４
‐

６
６
４
６
）
、
熊
谷
児
童
相
談
所
（
う

５
２
１
‐
４
１
５
２
）

　

さ
ま
ざ
ま
な
事
情
で
家
族
と
一
緒
に
生

活
し
て
い
け
な
い
子
ど
も
が
い
ま
す
。
そ

う
し
た
子
ど
も
た
ち
を
家
庭
で
受
け
入
れ

て
く
だ
さ
る
里
親
に
つ
い
て
、
一
緒
に
学

ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

と
き
●
平
成
24
年
１
月
29
日
㈰
午
後
１
時

30
分
〜
４
時
、
受
付
＝
午
後
１
時
〜

と
こ
ろ
●
熊
谷
児
童
相
談
所

内
容
●
①
里
親
制
度　

②
養
育
体
験
談　

③
意
見
交
換

赤
十
字
幼
児
安
全
法
講
習
会

（
短
期
講
習
）

あ
日
本
赤
十
字
社
埼
玉
県
支
部
講
習
係

（
う
０
４
８
‐
７
８
９
‐
７
１
１
７
・
〠

３
３
０
‐
０
０
６
４
さ
い
た
ま
市
浦
和
区

岸
町
３
‐
17
‐
１
）

と
き
●
平
成
24
年
１
月
25
日
㈬
午
前
10
時

〜
正
午

と
こ
ろ
●
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
交
流
セ
ン
タ
ー

内
容
●
子
ど
も
の
心
肺
蘇
生
法
と
Ａ
Ｅ
Ｄ

定
員
●
20
人（
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

講
師
●
日
赤
幼
児
安
全
法
指
導
員

受
講
料
●
３
０
０
円
（
教
材
費
）

い
12
月
25
日
㈰
ま
で
に
、
コ
ー
ス
名
「
Ｈ

‐
９
」・
郵
便
番
号
・
住
所
・
氏
名
・
性

別
・
生
年
月
日
・
電
話
番
号
を
記
入
の

上
、
は
が
き
で
問
い
合
わ
せ
先
へ

※
託
児
希
望
の
場
合
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

暮
ら
し
と
こ
こ
ろ
の
総
合
相
談
会

in
ふ
か
や

あ
保
健
セ
ン
タ
ー（
う
５
７
５
‐
１
１
０
１
）

　

暮
ら
し
の
問
題
や
心
の
健
康
問
題
に
つ

い
て
相
談
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

さ
ま
ざ
ま
な
問
題
の
解
決
策
が
見
つ
か

る
よ
う
、
弁
護
士
、
司
法
書
士
、
精
神
保

健
福
祉
士
な
ど
の
専
門
家
が
相
談
に
応
じ

ま
す
。

対
象
●
失
業
・
倒
産
・
多
重
債
務
な
ど
で

お
困
り
の
か
た
、
眠
れ
な
い
・
体
調
が
優

れ
な
い
な
ど
の
心
身
の
健
康
に
つ
い
て
の

悩
み
を
お
持
ち
の
か
た

と
き
●
12
月
20
日
㈫
午
前
11
時
〜
午
後
３
時

と
こ
ろ
●
深
谷
公
民
館
大
会
議
室

い
12
月
５
日
㈪
〜
19
日
㈪
ま
で
に
、
相
談

会
事
務
局
「
夜
明
け
の
会
」（
う
０
４
８

‐
７
８
２
‐
４
６
７
５
）
へ

こ
こ
ろ
ざ
し
深
谷
国
際
塾
・
科
学
塾

あ
学
校
教
育
課
（
う
５
７
２
‐
９
５
７
８
）

対
象
●
小
学
校
５
年
生
〜
中
学
校
２
年
生

1
科
学
塾　
12
月
27
日
㈫

　

県
環
境
科
学
国
際
セ
ン
タ
ー
お
よ
び
県

立
総
合
教
育
セ
ン
タ
ー
で
、
科
学
技
術
に

関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
体
験
学
習
を
行
い
ま

す
。

2
国
際
塾　
平
成
24
年
２
月
中
旬

　

Ｊジ

ャ

イ

カ

Ｉ
Ｃ
Ａ
地
球
広
場
で
、
青
年
海
外
協

力
隊
の
話
を
聴
い
た
り
世
界
の
料
理
を
体

験
し
た
り
し
ま
す
。
ま
た
、
英
語
で
の
プ

レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
学
習
を
行
い
ま
す
。

い
各
小
・
中
学
校
か
ら
配
布
さ
れ
る
募

集
案
内
を
参
考
に
担
任
の
先
生
へ

中
山
道
深
谷
宿
本
舗
か
ら
の
お
知
ら
せ

あ
中
山
道
深
谷
宿じ

ゅ
く

本
舗
（
う
５
７
５
‐

０
０
８
８
・
深
谷
町
９
‐
12
）

◇
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
講
習
会

と
き
●
12
月
８
日
㈭
①
午
前
10
時
30
分
〜

午
後
０
時
30
分　

②
午
後
２
時
〜
４
時

内
容
●
ラ
ン
プ
・
ク
リ
ス
マ
ス
グ
ッ
ズ
の

製
作

参
加
料
●
７
，９
０
０
円（
材
料
費
を
含
む
）

定
員
●
各
10
人

◇
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
講
習
会

と
き
●
12
月
９
日
㈮
午
前
10
時
30
分
〜
午

後
４
時
30
分

内
容
●
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
飾
り
の
製
作

参
加
料
●
２
，５
０
０
円（
材
料
費
を
含
む
）

定
員
●
10
人

◇
つ
る
か
ご
講
習
会

と
き
●
①
12
月
10
日
㈯
午
後
１
時
30
分
〜

４
時　

②
12
月
11
日
㈰
午
前
10
時
30
分
〜

午
後
１
時
30
分

内
容
●
果
物
か
ご
・
鉢
カ
バ
ー
な
ど
の
製

作参
加
料
●
２
，０
０
０
円（
材
料
費
を
含
む
）

定
員
●
各
７
人

◇
冬
の
暖
か
い
食
卓
展

と
き
●
12
月
14
日
㈬
〜
26
日
㈪

内
容
●
普
段
使
い
の
器
、
鍋
や
グ
ラ
タ
ン

皿
な
ど
寒
い
冬
に
ふ
さ
わ
し
い
器
約
１
５
０

点
を
展
示
・
販
売

出
展
●
長は

谷せ

川が
わ

聡さ
と
る

さ
ん

「
あ
ぃ
ん
」か
ら
の
お
知
ら
せ

あ
あ
ぃ
ん
（
う
５
７
５
‐
３
４
２
２
・

深
谷
町
10
‐
24
）

◇
ク
リ
ス
マ
ス
セ
レ
ク
シ
ョ
ン
展

防災行政無線放送の内容は、テレホンサービス（☎ 0180 ‐ 99 ‐ 4431）でもご確認いただけます。

　「全国ねぎサミット」が、パワーアップし
て帰って来ます！新たな産地を迎え、全11
産地の多種多様な「ねぎ」が集合。PRや販
売を通じて「ねぎ」による産地間の交流を行
います。また、今年は中心市街地を会場とし
ており、同時に開催される「妙見市」のにぎ
わいもお楽しみいただけます。
とき　12月10日㈯午前9時～午後4時・11
日㈰午前9時～午後3時30分
参加団体（ねぎ）
秋田県能代市（白神ねぎ）、山形県酒田市（平
田赤ねぎ）、福島県郡山市（阿久津曲がりね
ぎ）、新潟県新潟市（やわ肌ねぎ）、群馬県下
仁田町（下仁田ねぎ）、茨城県坂東市（坂東
ねぎ）、さいたま市（岩槻ねぎ）、千葉県松戸
市（矢切ねぎ・あじさいねぎ）、岐阜県岐

ぎ

南
な ん

町
ちょう

（徳田ねぎ）、兵庫県朝
あ さ

来
ご

市
し

（岩津ねぎ）、
深谷市（深谷ねぎ）

P

P

PP

P

至熊谷至本庄至本庄

●

深谷市役所●

深谷駅

国道17号

旧中山道

全国ねぎサミット
メイン会場

市役所第2庁舎

深谷 仲町 本住町

城址公園入口

市役所第2庁舎

交通規制区間

全国ねぎサミット
メイン会場

至熊谷
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労
働
委
員
会
は
、
公
平
な
立
場
で
労
働

者
（
労
働
組
合
）
と
使
用
者
（
会
社
な
ど
）

と
の
ト
ラ
ブ
ル
の
解
決
を
お
手
伝
い
し
ま

す
。
手
続
き
は
簡
単
・
無
料
で
す
。

深
谷
大
里
看
護
学
校
出
願
受
け
付
け

あ
深
谷
大
里
看
護
専
門
学
校
（
う
５
８
７

‐
１
３
７
０
）

と
き
●
平
成
24
年
１
月
５
日
㈭
〜
19
日
㈭

試
験
日
●
平
成
24
年
１
月
27
日
㈮

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
日
本
リ
ー
グ

２
０
１
１
深
谷
大
会

あ
深
谷
大
会
事
務
局
・
古ふ

る

屋や

さ
ん
（
う

０
９
０
‐
９
３
９
７
‐
５
４
５
５
）

と
き
●
12
月
23
日
㈷
開
場
＝
午
前
８
時
30

分
〜

と
こ
ろ
●
深
谷
ビ
ッ
グ
タ
ー
ト
ル

対
戦
カ
ー
ド
●
【
第
１
試
合
】
午
前
10
時

30
分
〜
・
女
子
「
日
本
ユ
ニ
シ
ス
対

七
十
七
銀
行
」、【
第
２
試
合
】
午
後
１
時

30
分
〜
・
男
子
「
日
本
ユ
ニ
シ
ス
対
Ｎ
Ｔ

Ｔ
東
日
本
」

入
場
料
●
【
前
売
り
券
】
一
般
＝
１
，

５
０
０
円
、
高
校
生
＝
７
０
０
円
、
中
学

生
＝
５
０
０
円
、小
学
生
以
下
＝
無
料（
保

護
者
同
伴
。
保
護
者
は
入
場
料
が
掛
か
り

ま
す
）

【
当
日
券
】
一
般
＝
２
，０
０
０
円
、
高
校

生
＝
８
０
０
円

※
中
学
生
以
下
は
前
売
り
と
同
様
で
す
。

い
前
売
り
券
の
購
入
申
し
込
み
は
、
12
月

20
日
㈫
ま
で
に
、
問
い
合
わ
せ
先
へ

※
前
売
り
券
は
、
ハ
タ
ヤ
ス
ポ
ー
ツ
（
う

５
７
１
‐
０
５
６
３
）
で
も
大
会
前
日
ま

の
事
業
の
用
に
供
す
る
こ
と
が
で
き
る
有

形
の
固
定
資
産
（
自
動
車
税
お
よ
び
軽
自

動
車
税
が
課
税
さ
れ
る
も
の
や
、
少
額
の

減
価
償
却
資
産
な
ど
は
申
告
の
対
象
と
な

り
ま
せ
ん
）

〈
少
額
の
減
価
償
却
資
産
と
は
〉

1
耐
用
年
数
１
年
未
満

2
取
得
価
格
が
10
万
円
未
満
の
も
の
で
、

一
時
損
金
算
入
さ
れ
る
も
の

3
取
得
価
格
が
20
万
円
未
満
の
も
の
で
、

３
年
間
で
一
括
損
金
算
入
す
る
も
の

提
出
先
●
平
成
24
年
１
月
31
日
㈫
ま
で

に
、
償
却
資
産
申
告
書
と
種
類
別
明
細
書

を
添
え
て
、
郵
送
ま
た
は
直
接
、
問
い
合

わ
せ
先
へ

※
償
却
資
産
申
告
書
お
よ
び
種
類
別
明
細

書
が
必
要
な
場
合
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

家
屋
を
取
り
壊
し
た
か
た
へ

あ
資
産
税
課
（
う
５
７
４
‐
６
６
３
８
）

　

家
屋
を
取
り
壊
し
た
場
合
は
、
そ
の
家

屋
に
課
税
さ
れ
て
い
た
固
定
資
産
税
、
都

市
計
画
税
（
市
街
化
区
域
お
よ
び
用
途
地

域
）
は
課
税
さ
れ
な
く
な
り
ま
す
。
た
だ

し
、
１
月
１
日
が
賦
課
期
日
で
す
の
で
、

例
え
ば
平
成
24
年
１
月
20
日
㈮
に
取
り
壊

し
た
場
合
、
平
成
24
年
度
は
課
税
さ
れ
ま

す
。
家
屋
を
取
り
壊
し
た
場
合
は
、
必
ず

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
住
宅
を
取
り
壊
す
と
住
宅
用
地

の
特
例
が
適
用
さ
れ
な
く
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

職
場
で
の
ト
ラ
ブ
ル
解
決
を

労
働
委
員
会
が
お
手
伝
い

あ
県
労
働
委
員
会
（
う
０
４
８
‐
８
３
０

‐
６
４
５
２
）

防
止障

害
児（
者
）生
活
サ
ポ
ー
ト
事
業
利

用
者
負
担
額
改
定

あ
障
害
福
祉
課
（ 

う
５
７
１
‐
１
０
１
１
）

　

平
成
24
年
4
月
１
日
㈰
か
ら
、
生
活
サ

ポ
ー
ト
事
業
利
用
時
の
１
時
間
当
た
り
の

利
用
者
負
担
額
が
、
次
の
通
り
と
な
り
ま

す
。

利用者世帯階層区分 18歳未満 18歳以上

生活保護法による被保護
世帯

0円
（現行通り）

300円
（現行は0円）

生計中心者の前年所得税
が非課税世帯

0円
（現行通り）

600円
（現行は400円）

生計中心者の前年所得税
課税年額が、5,000円以
下の世帯

250円
（現行通り）

生計中心者の前年所得税
課税年額が、5,001円以
上15,000円以下の世帯

400円
（現行通り）

生計中心者の前年所得税
課税年額が、15,001円以
上の世帯

600円
（現行は400円）

平
成
24
年
度
償
却
資
産
の
申
告

あ
資
産
税
課
（
う
５
７
４
‐
６
６
３
８
）

　

固
定
資
産
税
の
対
象
と
な
る
償
却
資
産

を
所
有
す
る
か
た
は
、
毎
年
１
月
１
日
現

在
の
償
却
資
産
の
状
況
に
つ
い
て
「
償
却

資
産
申
告
書
」
を
提
出
す
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。

対
象
●
平
成
24
年
１
月
１
日
現
在
、
市
内

に
事
業
用
の
償
却
資
産
を
所
有
し
て
い
る

か
た
（
償
却
資
産
を
他
人
に
貸
与
し
て
い

る
か
た
も
含
む
）

申
告
対
象
資
産
●
土
地
お
よ
び
家
屋
以
外

事
故
の
多
発
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

　

ゆ
と
り
や
思
い
や
り
の
あ
る
運
転
を
心

掛
け
、
交
通
ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー
を
守
り
、

交
通
事
故
を
起
こ
さ
な
い
、
ま
た
、
遭
わ

な
い
よ
う
に
気
を
付
け
ま
し
ょ
う
。

と
き
●
12
月
14
日
㈬
ま
で

重
点
目
標

1 

飲
酒
運
転
の
根
絶

2
子
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

3
自
転
車
・
バ
イ
ク
乗
用
中
の
交
通
事
故

交通遺児
等の人数

同居世帯の
総所得額

1人 274万円以下

2人 312万円以下

3人 350万円以下

4人 388万円以下

5人以上 426万円以下

給
付
額
●
遺
児
１
人
に
つ
き
年
額
10
万
円

給
付
時
期
●
平
成
24
年
４
月
下
旬

い
平
成
24
年
１
月
31
日
㈫
ま
で
に
郵
送
ま

た
は
直
接
み
ず
ほ
信
託
銀
行
浦
和
支
店
へ

※
問
い
合
わ
せ
先
に
あ
る
「
交
通
遺
児
援

護
基
金
の
し
お
り
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

み
ん
な
で
節
電
ア
ク
シ
ョ
ン
！

あ
自
治
防
災
課
（
う
５
７
４
‐
８
５
９
７
）

　

今
夏
の
電
力
不
足
の
危
機
は
、
企
業
・

団
体
の
協
力
や
、
各
家
庭
内
で
一
人
ひ
と

り
が
努
力
い
た
だ
い
た
こ
と
で
乗
り
切
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
東
日
本
大
震
災
の
影
響
に
よ

り
、
電
力
供
給
の
厳
し
い
状
況
は
今
も
続

い
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
、
皆
さ
ん
が
少
し
ず
つ
節
電
の

努
力
を
す
る
こ
と
が
、
被
災
地
の
復
興
と

安
定
し
た
電
力
供
給
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
寒
い
冬
が
や
っ
て
来
ま
す

が
、
無
理
な
節
電
で
は
な
く
、
無
駄
を
省

い
て
上
手
な
節
電
を
心
掛
け
て
く
だ
さ

い
。
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

冬
の
交
通
事
故
防
止
運
動

あ
自
治
防
災
課
（
う
５
７
４
‐
８
５
９
７
）

　

年
末
が
近
づ
く
に
つ
れ
て
、
人
や
車
の

動
き
が
慌
た
だ
し
く
な
り
、
ま
た
、
飲
酒

の
機
会
が
増
加
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
交
通

４
６
）

　

保
護
者
が
病
気
や
出
産
、看
護
、事
故
、

災
害
、
冠
婚
葬
祭
、
転
勤
、
出
張
な
ど
に

よ
り
、
家
庭
で
子
ど
も
の
養
育
が
一
時
的

に
困
難
と
な
っ
た
場
合
、
児
童
養
護
施
設

で
、
お
子
さ
ん
を
お
預
か
り
し
ま
す
。

※
利
用
前
に
相
談
が
必
要
で
す
。

期
間
●
７
日
以
内

と
こ
ろ
●
市
で
委
託
し
た
乳
児
院
お
よ
び

児
童
養
護
施
設

1日当たりの利用者負担金
（利用初日および最終日はそれぞれ1日となります）
利用者の世帯区分 児童の年齢区分 利用料

生活保護世帯

2歳未満児・
慢性疾患児 無料

2歳以上児 無料

市民税非課税世帯
（父子・母子・養育者
家庭を含む）

2歳未満児・
慢性疾患児 1,100円

2歳以上児 1,000円

その他の世帯

2歳未満児・
慢性疾患児 5,350円

2歳以上児 2,750円

交
通
遺
児
等
援
護
金

あ
こ
ど
も
青
少
年
課
（ 

う
５
７
４
‐
６
６

４
６
）、
自
治
防
災
課
（ 

う
５
７
４
‐

８
５
９
７
）

　
県
交
通
安
全
対
策
協
議
会
で
は
、
県
内

に
在
住
す
る
交
通
遺
児
等
を
対
象
に
、
援

護
金
を
給
付
し
て
い
ま
す
。

※
交
通
遺
児
等
と
は
、
保
護
者
（
一
方
ま

た
は
双
方
）
が
、
交
通
事
故
に
よ
り
死
亡

ま
た
は
重
い
障
害
を
生
じ
た
18
歳
以
下
の

か
た
の
こ
と
で
す
。

支
給
対
象
●
次
の
表
に
掲
げ
る
世
帯
に
属

す
る
か
た

　

子
育
て
中
の
お
母
さ
ん
、
独
り
で
悩
ん

で
い
ま
せ
ん
か
。
保
育
士
や
お
母
さ
ん
同

士
、
気
軽
に
お
話
し
し
ま
し
ょ
う
。

とき 内容 ところ

12月12日㈪
午前9時30分～

ジュニア
（０・１歳児） 深谷西保育園

12月13日㈫
午前10時～ クリスマス製作 深谷保育園

12月15日㈭
午前10時～ クリスマス製作 深谷西保育園

12月18日㈰
午前9時15分～

保育園合同
お遊戯会 深谷市民文化会館

12月19日㈪
午前9時30分～

ジュニア
（０・１歳児） 深谷西保育園

平成24年1月10日㈫
午前10時～ お正月遊び 深谷保育園

☆
す
く
す
く
交
流
会
☆

と
き
●
毎
週
水
・
金
曜
日
午
前
10
時
〜
11

時
（
要
予
約
）

内
容
●
親
子
で
保
育
園
体
験

介
護
者
の
集
い

あ
介
護
保
険
サ
ポ
ー
タ
ー
ズ
深
谷
・
森も

り

田た

さ

ん
（
う
５
７
１
‐
０
７
５
７
）

と
き
●
12
月
14
日
㈬
午
後
１
時
30
分
〜
４

時
（
毎
月
第
２
水
曜
日
）

と
こ
ろ
●
深
谷
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

談
話
室

内
容
●
家
族
の
介
護
で
悩
み
を
持
つ
人
た

ち
と
の
交
流

子
ど
も
の
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
事
業

あ
こ
ど
も
青
少
年
課
（
う
５
７
４
‐
６
６

と
き
●
12
月
24
日
㈯
ま
で

内
容
●
ク
リ
ス
マ
ス
・
ウ
イ
ン
タ
ー
シ
ー

ズ
ン
に
ち
な
ん
だ
作
品
の
展
示
即
売

※
ラ
ン
チ
＝
午
前
11
時
30
分
〜
午
後
２
時

（
水
曜
日
は
そ
ば
の
日
）

※
チ
ボ
リ
の
パ
ン
の
販
売
＝
木
・
金
曜
日

（
正
午
ご
ろ
〜
）

※
12
月
25
日
㈰
〜
平
成
24
年
１
月
８
日
㈰

は
、
お
休
み
で
す
。

も
く
せ
い
館
天
体
観
望
会

〜
冬
の
星
座
を
見
る
〜

あ
も
く
せ
い
館
（
う
５
８
３
‐
７
７
３
３
）

と
き
●
12
月
17
日
㈯
午
後
６
時
30
分
〜

（
雨
天
・
曇
天
の
場
合
は
24
日
㈯
）

と
こ
ろ
●
も
く
せ
い
館
天
体
観
測
室

い
当
日
会
場
で
受
け
付
け
ま
す
（
小
・
中

学
生
は
保
護
者
同
伴
）。

あ
っ
た
か
村

あ
あ
っ
た
か
村
・
鈴す

ず

木き

さ
ん
（
う
え
５
７

２
‐
３
０
１
３
）、
木き

部べ

さ
ん
（
う
５
７

０
‐
１
８
７
６
）

と
き
●
開
村
日
＝
毎
週
月
・
木
曜
日
（
12

月
29
日
㈭
を
除
く
）、
囲
碁
ク
ラ
ブ
＝
12
月

９
日
㈮
・
23
日
㈷
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

定
員
●
開
村
日
＝
先
着
20
〜
25
人
程
度
、

囲
碁
ク
ラ
ブ
＝
先
着
10
人
程
度

参
加
料
●
開
村
日
＝
利
用
者
8
0
0
円
・

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
5
0
0
円
、
囲
碁
ク
ラ
ブ

＝
1
0
0
円

い
前
日
ま
で
に
、
開
村
日
は
鈴
木
さ
ん
、

囲
碁
ク
ラ
ブ
は
木
部
さ
ん
へ

ハ
ー
ト
・
Ｐ
ｏ
Ｐ
ｏ
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

あ
深
谷
保
育
園
（
う
５
５
１
‐
６
３
３

３
）
、
深
谷
西
保
育
園
（
う
５
７
３
‐

０
０
０
５
）

防災行政無線放送の内容は、テレホンサービス（☎ 0180 ‐ 99 ‐ 4431）でもご確認いただけます。

ふかや必読書 ３0

ひろしまのピカ　　　　　丸
ま る

木
き

　俊
と し

　昭和20年８月６日、広島の空を原子爆弾の恐ろしい
光が貫きました。
　みいちゃんはお母さんお父さんと一緒に、朝ご飯を
食べていました。火に追われ、けがをしたお父さんを背
負ったお母さんと、やっとの思いでたどり着いた川は地
獄よりも恐ろしい様相でした。
　視覚からも原爆の恐ろしさを訴え掛けてくる絵本で
す。これが現実にあったことを忘れず、原爆の恐ろしさを
語り継いでいきたいですね。
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を
設
定
し
ま
す
。

い
12
月
22
日
㈭
ま
で
に
、
問
い
合
わ
せ
先
へ

中
小
企
業
者
向
け
制
度
融
資

あ
商
工
振
興
課
（
う
５
７
４
‐
６
６
５
０
）

　

市
内
の
中
小
企
業
者
で
、
事
業
資
金
を

必
要
と
さ
れ
る
か
た
は
、ご
相
談
く
だ
さ
い
。

制度融資名 融資限度額 融資利率 融資期間 信用保証料

小口資金 1,250万円 1.95% 運転資金  6年
設備資金  8年 0.45％～1.59％

特別小口資金 1,250万円 1.95% 運転資金  6年
設備資金  8年 0.80%

中小企業近代化
経営資金 3,000万円 1.80% 運転資金 10年

設備資金 12年 0.45％～1.59％

中小企業緊急
運転資金 1,000万円 1.625% 運転資金  5年

0.45％～1.59％
（融資実行後、市が保証
料を全額補助します）

※各制度とも埼玉県信用保証協会の保証を付すことが条件となります。
　
　

　

な
お
、
中
小
企
業
緊
急
運
転
資
金
の
拡

充
期
間
は
、
12
月
28
日
㈬
ま
で
と
な
っ
て

い
ま
す
の
で
、早
め
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿
の

登
載
申
請
を
お
忘
れ
な
く

あ
農
業
委
員
会
（
う
５
７
４
‐
６
６
６
３
）

　

平
成
24
年
は
農
業
委
員
会
委
員
一
般
選

挙
が
行
わ
れ
ま
す
。
農
業
委
員
会
委
員
の

選
挙
人
名
簿
に
登
載
が
な
い
と
、
農
業
委

員
会
委
員
一
般
選
挙
の
投
票
な
ど
が
で
き

な
く
な
り
ま
す
。

‐
３
２
４
３
‐
７
７
１
６
）

と
き
●
平
成
24
年
１
月
16
日
〜
3
月
26
日

ま
で
の
毎
週
月
曜
日
午
前
10
時
〜
正
午

と
こ
ろ
●
岡
部
公
民
館

内
容
●
初
心
者
基
本
コ
ー
ス
（
マ
ン
ボ
・

ジ
ル
バ
・
ブ
ル
ー
ス
ほ
か
）、初
心
者
コ
ー

ス
（
ル
ン
バ
ほ
か
）

い
平
成
24
年
１
月
16
日
㈪
に
、
会
場
で
受

け
付
け
ま
す
。

*

田
野
畑
わ
か
め
復
興
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

あ
日
本
赤
十
字
社
深
谷
市
地
区
（
市
社
会

福
祉
協
議
会
内
・
う
５
７
３
‐
６
５
６
３
）

　

東
日
本
大
震
災
に
よ
り
被
災
し
た
ワ
カ

メ
の
養
殖
施
設
は
、
国
や
岩
手
県
の
支
援

を
受
け
な
が
ら
復
興
に
取
り
組
ん
で
は
い

ま
す
が
、
大
半
が
流
失
し
、
復
興
費
用
も

膨
大
な
こ
と
か
ら
復
旧
も
ま
ま
な
ら
ず
、

多
く
の
漁
業
者
は
先
の
見
え
な
い
状
況
で

す
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
田
野
畑
村
と
田
野
畑

わ
か
め
を
支
援
し
て
く
だ
さ
る
皆
さ
ん

を
、
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
サ
ポ
ー
タ
ー
と

し
て
募
集
し
ま
す
。
登
録
料
と
し
て
頂
い

た
支
援
金
は
、
ワ
カ
メ
の
養
殖
漁
業
復
興

に
役
立
て
ま
す
。

内
容
●
1
サ
ポ
ー
タ
ー
登
録
金
＝
１
口

１
０
，０
０
０
円
（
復
興
支
援
＋
塩
蔵
ワ

カ
メ
約
１
kg
）

※
塩
蔵
ワ
カ
メ
は
養
殖
施
設
、
塩
蔵
ワ
カ

メ
加
工
施
設
が
復
旧
し
た
後
に
お
送
り
し

ま
す
。

2
見
学
会
へ
参
加
＝
作
業
の
進
ち
ょ
く
状

況
に
よ
り
、
希
望
者
が
見
学
で
き
る
機
会

後
０
時
30
分

6
入
門
太
極
拳
教
室
（
新
規
）

と
き
●
毎
週
金
曜
日
午
前
10
時
〜
11
時

7
入
門
ヨ
ガ
教
室

と
き
●
毎
週
金
曜
日
午
前
11
時
45
分
〜
午

後
０
時
45
分

8
ピ
ラ
テ
ィ
ス
教
室

と
き
●
毎
週
土
曜
日
午
後
２
時
30
分
〜
３

時
30
分

【
各
教
室
共
通
】

対
象
●
18
歳
以
上

と
こ
ろ
●
研
修
会
議
室

定
員
●
各
先
着
30
人

参
加
料
●
１
回
４
０
０
円
（
保
険
料
を
含

む
）

※
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
利
用
時
間
内
に
参
加

さ
れ
る
か
た
は
無
料

※
休
講
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

レ
デ
ィ
ー
ス
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
教
室

あ
深
谷
ビ
ッ
グ
タ
ー
ト
ル
（
う
５
７
２
‐

３
０
０
０
）

対
象
●
女
性

と
き
●
平
成
24
年
1
月
か
ら
毎
週
水
曜
日

午
前
10
時
〜
正
午

と
こ
ろ
●
深
谷
ビ
ッ
グ
タ
ー
ト
ル
サ
ブ
ア

リ
ー
ナ

参
加
料
●
１
か
月
１
，０
０
０
円
（
１
か

月
単
位
で
先
払
い
・
保
険
料
を
含
む
）

※
１
回
の
み
の
参
加
は
、
１
回
４
０
０
円

（
当
日
集
金
・
保
険
料
を
含
む
）

定
員
●
各
回
20
人

持
ち
物
●
体
育
館
シ
ュ
ー
ズ
・
運
動
の
で

き
る
服
装

社
交
ダ
ン
ス
初
心
者
コ
ー
ス
講
習
会

あ
岡
部
ダ
ン
ス
協
会
事
務
局
（
う
０
９
０

と
き
●
平
成
24
年
２
月
12
日
㈰
受
付
＝
午

前
９
時
〜

種
目
●
【
大
回
転
お
よ
び
回
転
】
①
ジ
ュ

ニ
ア
の
部
（
小
学
生
）
②
一
般
女
子
の
部

（
中
学
生
以
上
）③
一
般
男
子
Ａ
の
部（
中

学
生
以
上
35
歳
ま
で
）
④
一
般
男
子
Ｂ
の

部
（
36
歳
以
上
50
歳
ま
で
）
⑤
マ
ス
タ
ー

ズ
の
部
（
51
歳
以
上
の
男
子
）

参
加
料
●
中
学
生
以
上
＝
２
，０
０
０
円
、　

小
学
生
＝
１
，５
０
０
円（
保
険
料
を
含
む
）

【
①
②
共
通
】

と
こ
ろ
●
群
馬
県
か
た
し
な
高
原
ス
キ
ー

場
（
う
０
２
７
８
‐
58
‐
２
１
６
３
）

い
平
成
24
年
１
月
５
日
㈭
〜
27
日
㈮
ま

で
に
、
参
加
料
を
添
え
て
市
体
協
事
務
局

（
生
涯
学
習
課
内
）ま
た
は
ハ
タ
ヤ
ス
ポ
ー

ツ
（
う
５
７
１
‐
０
５
６
３
）
へ

※
年
齢
は
そ
れ
ぞ
れ
開
催
日
現
在

※
未
成
年
者
は
保
護
者
の
承
諾
が
必
要
で

す
。フ

ィ
ッ
ト
ネ
ス
教
室（
1
月
〜
３
月
）

あ
深
谷
ビ
ッ
グ
タ
ー
ト
ル
（
う
５
７
２
‐

３
０
０
０
）

1
入
門
ジ
ョ
ギ
ン
グ
エ
ア
ロ
教
室

と
き
●
毎
週
月
曜
日
午
後
１
時
〜
１
時
45

分2
か
ん
た
ん
エ
ア
ロ
教
室

と
き
●
毎
週
火
曜
日
午
前
10
時
〜
11
時

3
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
フ
ラ
教
室

と
き
●
毎
週
火
曜
日
午
後
８
時
15
分
〜
９

時
15
分

4
リ
ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン
ヨ
ガ
教
室

と
き
●
毎
週
水
曜
日
午
後
１
時
30
分
〜
２

時
30
分

5
エ
ア
ロ
シ
ェ
イ
プ
教
室

と
き
●
毎
週
木
曜
日
午
前
11
時
30
分
〜
午

て
市
レ
ク
協
事
務
局
（
生
涯
学
習
課
内
）

へ※
未
成
年
者
の
申
し
込
み
に
は
、
保
護
者

の
承
諾
印
が
必
要
で
す
。

平
成
24
年
度

深
谷
市
サ
ッ
カ
ー
協
会
登
録

あ
市
サ
ッ
カ
ー
協
会
・
田た

村む
ら

さ
ん
（
う

５
７
２
‐
４
０
４
３
）

　

平
成
24
年
度
第
１
種
（
社
会
人
）
の
登

録
を
受
け
付
け
ま
す
。

　

各
種
大
会
へ
の
参
加
に
は
、
第
１
種
登

録
が
必
要
で
す
の
で
、
忘
れ
ず
に
登
録
し

て
く
だ
さ
い
。

主
な
大
会
●
深
谷
地
区
ブ
ロ
ッ
ク
リ
ー

グ
、
市
民
サ
ッ
カ
ー
祭
、
埼
玉
県
社
会
人

連
盟
会
長
杯
、
全
国
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
選
手

権
な
ど

い
平
成
24
年
１
月
11
日
㈬
ま
で
に
、
電
話

で
問
い
合
わ
せ
先
へ

ス
キ
ー
大
会

あ
市
ス
キ
ー
連
盟･

柿か
き

澤ざ
わ

さ
ん
（
う
０
９

０
‐
３
２
１
４
‐
３
４
０
１
）

1
連
盟
会
長
杯
争
奪
ス
キ
ー
競
技
会

対
象
●
オ
ー
プ
ン

と
き
●
平
成
24
年
２
月
11
日
㈷
受
付
＝
午

前
９
時
〜

種
目
●
【
大
回
転
２
本
】
①
ジ
ュ
ニ
ア
の

部（
中
学
生
以
下
）②
一
般
女
子
の
部（
高

校
生
以
上
）
③
一
般
男
子
の
部
（
高
校
生

以
上
50
歳
ま
で
）
④
マ
ス
タ
ー
ズ
の
部

（
51
歳
以
上
の
男
子
）

参
加
料
●
一
般
＝
３
，０
０
０
円
、
中
学

生
以
下
＝
２
，０
０
０
円

2
市
民
ス
キ
ー
大
会

対
象
●
市
内
在
住
か
在
勤
・
在
学
者
お
よ

び
連
盟
登
録
者

で
販
売
し
て
い
ま
す
。

市
民
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会

（
一
般
・
高
校
生
の
部
）

あ
市
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
連
盟
・
藤ふ

じ

本も
と

さ

ん
（
う
０
９
０
‐
１
５
３
１
‐
４
７
７
０
）

対
象
●
市
内
在
住
か
在
勤
・
在
学
者
で
構

成
さ
れ
た
チ
ー
ム
お
よ
び
連
盟
登
録
チ
ー

ムと
き
●
平
成
24
年
１
月
22
日
㈰
・
29
日
㈰

受
付
＝
午
前
８
時
20
分
〜

と
こ
ろ
●
深
谷
ビ
ッ
グ
タ
ー
ト
ル

参
加
料
（
１
チ
ー
ム
）
●
高
校
生
＝
５
，

０
０
０
円
、
一
般
＝
６
，０
０
０
円
（
保

険
料
は
含
み
ま
せ
ん
）

※
連
盟
未
登
録
チ
ー
ム
は
、
運
営
費
と
し

て
別
途
１
人
に
つ
き
５
０
０
円
掛
か
り
ま

す
。

代
表
者
会
議
●
平
成
24
年
１
月
15
日
㈰
午

後
６
時
〜
・
深
谷
公
民
館

い
平
成
24
年
１
月
11
日
㈬
ま
で
に
、
電
話

で
問
い
合
わ
せ
先
へ

合
気
道
教
室

あ
深
谷
合
気
会
・
中な

か

山や
ま

さ
ん
（
う
０
８
０

‐
３
７
３
２
‐
１
９
６
１
）

対
象
●
小
学
校
４
年
生
以
上
（
小
学
生
は

保
護
者
同
伴
）

と
き
●
平
成
24
年
１
月
21
日
㈯
・
28
日

㈯
、
２
月
４
日
㈯
・
18
日
㈯
、
３
月
３
日

㈯
・
17
日
㈯
・
24
日
㈯
・
31
日
㈯
（
全
８

回
）
午
後
７
時
30
分
〜
９
時　

と
こ
ろ
●
深
谷
ビ
ッ
グ
タ
ー
ト
ル
武
道
場

定
員
●
先
着
30
人

参
加
料
●
一
般
（
中
学
生
以
上
）
＝
３
，

０
０
０
円
、小
学
生
＝
２
，０
０
０
円（
保

険
料
な
ど
を
含
む
）

い
12
月
28
日
㈬
ま
で
に
、
参
加
料
を
添
え

防災行政無線放送の内容は、テレホンサービス（☎ 0180 ‐ 99 ‐ 4431）でもご確認いただけます。

耳
の
不
自
由
な
人
と
生
活
す
る
た
め
に

　

私
の
家
族
に
は
、
耳
が
不
自
由
な
人

が
い
ま
す
。
そ
れ
は
、一
番
下
の
妹
で
す
。

妹
は
、
二
才
に
な
る
前
ぐ
ら
い
に
、『
な

ん
ち
ょ
う
』
と
い
わ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
は
、

生
ま
れ
つ
き
で
し
た
。

　

妹
は
、
保
育
園
の
ほ
か
に
、
か
い
こ
う

園
と
い
う
所
に
通
っ
て
い
ま
す
。
か
い
こ

う
園
で
は
、
こ
人
レ
ッ
ス
ン
と
、
グ
ル
ー

プ
訓
練
と
、
全
体
会
が
あ
り
ま
す
。
妹

は
楽
し
そ
う
に
通
っ
て
い
ま
す
。
か
い
こ

う
園
が
な
い
時
に
で
も
、

「
か
い
こ
う
園
は
？
お
休
み
？
」

と
、
聞
い
て
き
ま
す
。

　

か
い
こ
う
園
に
は
、
体
の
不
自
由
な

人
が
た
く
さ
ん
い
ま
す
。
ね
た
き
り
の
人

や
、
人
工
内
耳
の
人
や
、
車
い
す
の
人

も
い
ま
す
。
妹
の
つ
き
そ
い
で
、
か
い
こ

う
園
に
行
っ
て
、お
と
し
よ
り
に
会
う
と
、

「
わ
か
い
子
は
い
い
ね
ぇ
。」

と
、
よ
く
言
わ
れ
ま
す
。
か
い
こ
う
園
の

人
た
ち
は
、み
ん
な
元
気
で
す
。そ
れ
は
、

友
だ
ち
が
い
て
、
い
っ
し
ょ
に
話
せ
る
か

ら
だ
と
思
い
ま
す
。

　

私
は
、
妹
の
将
来
の
こ
と
を
考
え
る

と
、
ち
ゃ
ん
と
耳
の
聞
こ
え
る
子
と
仲
よ

く
で
き
る
の
か
ど
う
か
心
配
で
す
。

　

私
は
、
妹
に
話
す
時
に
は
、
話
の
間

に
手
話
を
入
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
と
、
わ

か
っ
た
か
ど
う
か
確
か
め
る
時
に
は
、

「
わ
か
っ
た
人
〜
！
」

と
聞
き
ま
す
。
妹
は
、

桜ヶ丘小学校6年
秋
あ き

山
や ま

みのりさん

「
は
〜
い
！
」

と
、
ち
ゃ
ん
と
手
も
あ
げ
て
、
返
事
を

し
て
く
れ
ま
す
。
と
て
も
か
わ
い
い
で
す
。

　
で
も
、
成
長
が
お
そ
い
の
で
、
四
才
な

の
に
、
三
才
が
し
ゃ
べ
る
よ
う
な
こ
と
し

か
話
せ
ま
せ
ん
。な
の
で
、妹
は
、ほ
ち
ょ

う
き
と
い
う
物
を
つ
け
て
い
ま
す
。ほ
ち
ょ

う
き
は
、
耳
の
不
自
由
な
人
が
つ
け
る

物
で
す
。
か
い
こ
う
園
に
は
、
ほ
ち
ょ
う

き
を
つ
け
て
い
る
人
が
た
く
さ
ん
い
ま
す
。

０
才
の
子
か
ら
、
お
年
よ
り
ま
で
、
ほ
と

ん
ど
の
人
が
つ
け
て
い
ま
す
。

　

ほ
ち
ょ
う
き
を
つ
け
て
い
る
人
は
、「
さ

行
」
の
言
葉
を
言
う
の
が
苦
手
な
人
が

多
い
よ
う
で
す
。
妹
も
「
お
さ
か
な
」
と

言
う
時
に
、

「
お
か
か
な
」

と
言
っ
て
し
ま
い
ま
す
。「
お
か
あ
さ
ん
」

も
、

「
お
か
ー
か
ん
」

と
言
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
耳
の
不
自
由
な

人
は
、
よ
く
聞
き
と
れ
な
く
て
、
発
音

が
む
ず
か
し
い
の
だ
と
思
い
ま
し
た
。

　

妹
が
道
路
に
と
び
出
し
そ
う
に
な
っ
た

時
、
び
っ
く
り
し
て
、
遠
く
か
ら
、

「
あ
ぶ
な
い
よ
！
」

と
言
っ
て
も
、
気
が
つ
き
ま
せ
ん
。
私
は

ド
キ
ド
キ
し
て
、

「
こ
え
り
！
」

と
大
き
な
声
で
さ
け
び
ま
し
た
。
そ
う

し
た
ら
、
妹
は
や
っ
と
気
づ
き
ま
し
た
。

私
は
、
あ
の
ま
ま
と
び
出
し
ち
ゃっ
た
ら

ど
う
し
よ
う
と
思
い
ま
し
た
。
で
も
、
気

づ
い
て
く
れ
て
、
ホ
ッ
と
し
ま
し
た
。

　

私
は
今
、
も
っ
と
た
く
さ
ん
の
手
話

を
妹
に
覚
え
さ
せ
て
あ
げ
て
、
妹
が
他

の
人
と
も
話
が
で
き
る
よ
う
に
な
れ
ば
い

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

私
も
、
妹
と
一
緒
に
手
話
を
覚
え
て
、

妹
以
外
の
耳
の
不
自
由
な
人
と
た
く
さ

ん
お
話
を
し
て
、
少
し
で
も
気
持
ち
が

理
解
で
き
る
よ
う
に
な
り
た
い
で
す
。
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平
成
24
年
２
月
１
日
現
在
で
、
す
べ
て

の
企
業
・
事
業
所
を
対
象
と
し
た
「
経
済

セ
ン
サ
ス
‐
活
動
調
査
」を
実
施
し
ま
す
。

　

支
社
な
ど
の
な
い
事
業
所
な
ど
に
は
、

調
査
員
が
直
接
伺
い
、
調
査
票
を
配
布
し

ま
す
。
支
社
な
ど
を
有
す
る
企
業
な
ど
に

は
、
国
・
都
道
府
県
お
よ
び
市
が
民
間
事

業
者
を
通
じ
て
本
社
な
ど
に
調
査
票
を
郵

送
し
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ま
た
は
郵
送
で

回
答
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

調
査
結
果
は
、
各
種
行
政
施
策
を
は
じ

め
、
地
域
の
産
業
振
興
や
商
店
街
の
活
性

化
な
ど
の
地
域
行
政
の
た
め
の
基
礎
資
料

と
し
て
利
活
用
さ
れ
ま
す
。

　

調
査
票
に
ご
記
入
い
た
だ
い
た
内
容

は
、
統
計
作
成
の
目
的
以
外
（
税
の
資
料

な
ど
）
に
使
用
す
る
こ
と
は
絶
対
に
あ
り

ま
せ
ん
。
調
査
の
趣
旨
・
必
要
性
を
ご
理

解
い
た
だ
き
、ご
回
答
を
お
願
い
し
ま
す
。

お
わ
び
と
訂
正

　

広
報
ふ
か
や
11
月
号
に
掲
載
し
た
内
容

に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
お
わ
び
し

て
訂
正
し
ま
す
。

①
５
ペ
ー
ジ
「
ふ
か
や
ハ
ー
ベ
ス
ト
ジ
ャ

ン
ボ
リ
ー
」
応
募
方
法
3

【
誤
】　

12
月
28
日
㈬
ま
で
に

【
正
】　

12
月
20
日
㈫
ま
で
に

②
15
ペ
ー
ジ「
あ
ぃ
ん
か
ら
の
お
知
ら
せ
」

ラ
ン
チ
時
間

【
誤
】　

午
前
11
時
〜
午
後
４
時

【
正
】　

午
前
11
時
30
分
〜
午
後
２
時

納
期
の
お
知
ら
せ

12
月
26
日
㈪
＝
市
県
民
税
第
４
期
・
国

民
健
康
保
険
税
第
６
期

あ
収
税
課
（
う
５
７
４
‐
６
６
３
９
）

対
象
●
市
内
に
住
所
を
有
し
、
20
歳
以
上

（
平
成
４
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

か
た
）
で
10
ア
ー
ル
以
上
の
農
地
を
耕
作

し
て
い
る
農
業
経
営
主
の
か
た
、
ま
た
は

そ
の
世
帯
員
で
年
間
お
お
む
ね
60
日
以
上

耕
作
に
従
事
し
て
い
る
か
た
（
農
業
生
産

法
人
の
組
合
員
、
社
員
な
ど
も
含
む
）

※
申
請
書
は
各
農
事
支
部
な
ど
を
通
じ
、

配
布
・
回
収
し
て
い
ま
す
が
、
届
か
な
い

場
合
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

わ
ん
ぱ
く
ラ
ン
ド
年
始
の
休
園
日

あ
深
谷
ビ
ッ
グ
タ
ー
ト
ル
（
う
５
７
２
‐

３
０
０
０
）

休
園
日
●
平
成
24
年
１
月
１
日
㈷
・
２
日

㈷
・
12
日
㈭
、
２
月
９
日
㈭

深
谷
市
指
定
給
水
装
置
工
事
事
業
者

あ
水
道
工
務
課
（
う
５
７
４
‐
６
６
６
１
）

　

次
の
工
事
店
を
新
た
に
指
定
し
ま
し
た
。

▪
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
テ
ク
ニ
カ
ル
サ
ー
ビ
ス

㈱
桶
川
サ
ー
ビ
ス
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
（
桶
川

市
・
う
０
４
８
‐
７
２
８
‐
８
７
０
３
）

▪
㈱
太
陽
商
工
（
さ
い
た
ま
市
・
う

０
４
８
‐
８
７
８
‐
１
９
０
５
）

　

次
の
工
事
店
は
、
市
指
定
事
業
者
で
は

な
く
な
り
ま
し
た
。

▪
㈲
マ
ル
チ
住
設
（
深
谷
市
）

▪
㈲
大
島
水
道
土
木
（
熊
谷
市
）

▪
㈱
サ
ン
ア
ド
バ
ン
ス
（
上
尾
市
）

▪
タ
ク
マ
設
備
（
熊
谷
市
）

▪
㈲
キ
ム
ラ
（
上
里
町
）

▪
㈲
ケ
ー
ズ
・
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ（
本
庄
市
）

▪
川
合
電
機
商
会
（
寄
居
町
）

平
成
24
年「
経
済
セ
ン
サ
ス
‐
活
動
調

査
」

あ
商
工
振
興
課
（
う
５
７
４
‐
６
６
５
０
）

お誕生日
おめでとうご

ざいます 祝!! 100歳

ところ 講座名 内容 とき（1月） 定員 参加料 対象

深谷公民館
☎ 571‐0506

パソコン入門 パソコンの起動、日本語の
入力

11日㈬
12日㈭

午前9時～
11時45分

先着
18人

各500円
（資料代）

パソコンの初歩から学び
たいかた

のんびり入力 文字入力のマスターとＩＭＥパッ
ド・辞書の利用など

17日㈫
18日㈬

先着
18人

パソコン入門受講済み、
または同レベルのかた

インターネット
入門

ホームページの閲覧、お気に入
りへの登録など

23日㈪
24日㈫

先着
18人 日本語入力ができるかた

ムービーメー
カー入門

サンプルピクチャーを使って、オ
リジナルのスライドショーを作成 31日㈫ 先着

18人 日本語入力ができるかた

PCで日記を
つけよう

ブログ気分で気軽に日記が書
けるフリーソフトの体験 13日㈮ 先着

12人 日本語入力ができるかた

■対象　市内在住か在勤者で、各対象要件を満たすかた　あい12月22日㈭午前9時から、参加料を添えて深谷公民館へ

■パティオの会員募集中
【1 年 会 員】  一般＝30,000円、中学生＝15,000円、小学生＝11,000円
【6か月会員】  一般＝15,500円、小・中学生＝8,000円　【3か月会員】  一般＝8,500円、小・中学生＝4,500円
■定期休館のお知らせ　
平成24年1月31日㈫～2月29日㈬まで、プールの水の張り替えや館内総点検のため、休館とさせていただきます。

営業時間 入場料 注意
午前10時～午後9時
（最終入場は午後8時15分）
※火曜日休館
※12月２１日㈬～平成24年１月9日㈷
まで休まず営業します。

一般＝1,000円
小・中学生＝500円

※オムツが取れていないお子さんや、水着を着用していないかたの入
場はできません。飲食物・撮影機器の持ち込みはできません。また、小
学校3年生以下のかたには、保護者の同伴が必要です。入れ墨やタ
トゥーを入れているかたは、ラッシュガードの着用をお願いします。

行事名 内容 とき 備考
無料園芸相談
相談員／門

かど

井
い

照
てる

光
みつ

植木や盆栽などの手入れからせん
定方法まで、園芸に関することでお
困りのかたはご相談ください。

毎週日曜日午前10時～午後4時
※都合により、変更となる場合が
あります。

ところ／１階フラワーホスピタル

新春を飾る松竹梅教室
講師／門井照光

松竹梅を使った寄せ植え
～盆栽用の松竹梅を使って手軽
に和を楽しむ～

12月23日㈷午後１時30分～3時
30分

ところ／１階フラワーホスピタル
参加料／2,500円
定員／15人（応募多数の場合は抽選）
申し込み／12月17日㈯までにパティオへ

プールプログラム／12月5日㈪～平成24年3月16日㈮ 備考

アクアビクス（①③＝40分間、②＝30分間）
講師／保

ほ

泉
ずみ

亜
あ

希
き

子
こ

・小
こ

暮
ぐれ

美
み

佐
さ

子
こ

①毎週月曜日午後7時～
②毎週木曜日午後2時～
③毎週金曜日午後2時～

定員／各回先着20人
使用予定プール／造波プール

足腰に負担の少ないアクアウオーキング（40分間）
講師／吉

よし

野
の

信
しん

二
じ 毎週水曜日午前11時～ 定員／各回先着10人

使用予定プール／造波プール
ウオーク&バランス&筋トレ（40分間）
講師／保泉亜希子 毎週水曜日午後2時～ 定員／各回先着10人

使用予定プール／25mプール
アクアウオーキング（30分間）
講師／吉野信二 毎週水曜日午後7時～ 定員／各回先着10人

使用予定プール／造波プール
やさしいアクアウオーキング（40分間）
講師／吉野信二 毎週木曜日午前11時～ 定員／各回先着10人

使用予定プール／造波プール
初めてのアクア筋トレ 下半身編（45分間）
講師／吉野信二 毎週木曜日午後7時～ 定員／各回先着10人

使用予定プール／25mプール
初めてのスイミング・クロール チャレンジ編Vol.5（45分間）
講師／吉野信二 毎週金曜日午後7時～ 定員／各回先着10人

使用予定プール／25mプール
初めてのスイミング・クロール チャレンジ編Vol.6（45分間）
講師／高

たか

橋
はし

雅
まさ

樹
き 毎週金曜日午前11時～ 定員／各回先着10人

使用予定プール／25mプール
※参加料は無料（別途プール利用料が必要）
※申し込みは不要です。ご希望のプログラム開催時間に使用予定プールにお集まりください。
※プログラム開始から5分を過ぎた後からのご参加は、安全管理の都合上、お断りしますので時間までにお越しください。
※プログラムは変更・中止の場合がありますので、事前にお問い合わせください。

グリーンパーク・パティオ（ 574‐ 5000）

パソコン教室

佐
さ

治
じ

トクさん（桜ケ丘）11月20日生

小
こ

林
ばやし

愛
あい

子
こ

さん（長在家）11月26日生

田
た

部
べ

井
い

すみさん（大谷）11月17日生

梶
かじ

川
がわ

すゑさん（本田）11月26日生

強
すね

矢
や

正
しょう

平
へい

さん（上野台）10月19日生

久
く

保
ぼ

田
た

きくさん（江原）11月26日生
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図書館

ところ イベント名 内容 とき 備考

深谷図書館
☎571‐8210

ちいさい子の
ための
おはなし会

絵本、紙芝居、手遊びなど
12月8日㈭
①午前10時30分～
②午前11時～

対象／０～３歳くらい
①②とも同じ内容です。

クリスマス
おたのしみ
おはなし会

1部：絵本、ストーリーテリングなど
2部：音楽会

12月17日㈯
午後1時30分～ 対象／幼児・小学校低学年

岡部図書館
☎585‐5968

クリスマス
おはなし会 絵本の読み聞かせ、紙芝居など 12月23日㈷

午前10時30分～ 対象／幼児・小学校低学年

川本図書館
☎583‐6250 おはなし会

絵本「かさじぞう」・「子うさぎましろ
のお話」、紙芝居「くつしたのなか
のプレゼント」、折り紙

12月10日㈯
午後2時～ 対象／幼児・小学校低学年

花園図書館
（アクロス）
☎579‐1333

わくわく
クリスマス会

おはなしと歌（絵本、大型紙芝居、
パネルシアター、歌、ミュージックベ
ル、手品、手遊びなど）

12月23日㈷
午後2時～ 対象／幼児・小学校低学年

たまてばこ
（玉手箱）

１部：おはなしと映画「スノーマン」
（26分）
２部：絵本、紙芝居、エプロンシア
ター、ストーリーテリング、手品、手
遊びなど

平成24年1月7日㈯
午後2時～ 対象／幼児・小学校低学年

■図書館休館日（4館共通）
【12月】 5日㈪・9日㈮・12日㈪・19日㈪・26日㈪・29日㈭・30日㈮・31日㈯
【  1月】 1日㈷・2日㈷・3日㈫・10日㈫・13日㈮・16日㈪・23日㈪・30日㈪

主な公共機関への連絡先と取扱時間

※広報ふかやは、点字版とテープ・ＣＤ版も発行しています。
　送付を希望されるかたは市社会福祉協議会(☎573‐6563)へご連絡ください。

市役所の連絡先 市役所窓口取扱時間

防災行政無線放送内容のご案内 火災（消防車の出動）の問い合わせ

■本庁舎（〠366‐8501深谷市仲町11‐1）
　☎571‐1211（代表）
■岡部総合支所（〠369‐0292深谷市岡2381‐1）
　☎585‐2211（岡部市民生活課）
■川本総合支所（〠369‐1192深谷市田中197）
　☎583‐2781（川本市民生活課）
■花園総合支所（〠369‐1293深谷市小前田2345）
　☎584‐1121（花園市民生活課）

●月～金曜日
　午前8時30分～午後5時15分（祝休日を除く）
●木曜日
市役所本庁舎1・2階の窓口業務は午後7時15分ま
で（ほかの機関との調整が必要なものについては、
一部取り扱えない業務があります）

テレホンサービス番号0180‐9
きゅうきゅうよぼうさい

9‐4431
※通話料のみで、情報料は掛かりません。

テレホンサービス番号0180‐99‐4944
※医療機関情報の問い合わせは指令課（☎571‐0119）へ

市ホームページ、市モバイルサイトからも、上記の内容をご覧いただけます
■ホームページ か 　■モバイルサイト Ｂhttp://mobile.city.fukaya.saitama.jp/
※相談日が祝休日・年末年始に当たる場合は、お休みになることがあります。

担当 内容 とき ところ

家庭児童相談 こども青少年課
☎571‐1408

子どもに関する心配や悩み事
の相談 月～金曜日午前9時～午後4時 市役所北別館

家庭児童相談室

虐待防止ホットライン こども青少年課
☎574‐3000

虐待が疑われる子どもを見つ
けた場合は、ご連絡ください

月～金曜日
午前8時30分～午後5時15分 こども青少年課

子どもスマイルネット 子どもスマイルネット
☎048‐822‐7007

子ども（原則18歳未満）にか
かわる悩み電話相談

平日午前9時～午後9時30分
土・日曜日午前9時～午後5時 ‐

行政相談 市民課
☎574‐6633 行政に関する苦情など 毎月第2・3木曜日

午後1時30分～4時
市役所西別館
201会議室

法律相談 市民課
☎574‐6633

相続、離婚、金銭貸借、商取引な
どの法律に関する相談　予約制

火曜日、毎月第1木曜日
午後1時30分～4時

市役所西別館
201会議室

市民相談 市民課
☎574‐6633 市民生活に関する相談

月～金曜日午前9時30分～正午、
午後1時～4時30分
※受け付けは午後4時まで

市役所北別館
市民相談室

消費生活相談 市民課
☎574‐6633 商品契約に関する苦情など 月・水～金曜日

午前10時～正午、午後1時～4時
市役所西別館
消費生活センター

不動産無料相談 市民課
☎574‐6633

土地や建物の売買、賃貸な
ど、不動産に関する相談 毎月第1火曜日午前9時～正午 市役所西別館

会議室 

交通事故相談 県北部地域振興センター
☎521‐7300 交通事故に関する相談 月～金曜日午前9時～午後4時

※受け付けは午後3時30分まで
県北部地域振興
センター

教育相談 教育研究所
☎572‐9456

子どもの発達障害や、不登
校・いじめ・非行など、学校生
活上の不適応や悩みについ
ての相談

月～金曜日
午前9時～正午、午後1時～4時30分
※ファクス・メールは24時間受け付け
え0120‐4‐78374
おe-net@city.fukaya.saitama.jp

教育研究所

よろず人権相談 人権政策課
☎574‐6643

生活全般で感じた人権上の
困り事や悩みなどの相談

毎月10日・25日
午前10時～正午、午後1時～3時
※土・日曜日、祝休日の場合は翌開庁日

市役所西別館
会議室

L・フォルテ
☎573‐4761

仕事・家庭・夫婦の悩みなど
の相談　予約制

毎月第2・4土曜日、第3水曜日
午前10時～午後5時

キララ上柴
ミーティングルーム1

税務相談 市民税課
☎574‐6637

税理士による税一般に関す
る相談

毎月20日午前10時～午後4時
※土・日曜日、祝休日の場合は翌開庁日

市役所西別館
会議室

内職・就職・求人相談 就職相談室
☎573‐1171

内職に関する仕事紹介、就職相
談、求人情報の提供　予約制

月･木曜日
午前10時～正午、午後1時～3時

キララ上柴
ミーティングルーム1

ふるさとハローワーク ふるさとハローワーク
☎551‐2501

ハローワーク求人情報の提
供、職業相談、職業紹介

月～金曜日
午前9時～午後5時

キララ上柴
ふるさとハローワーク

熊谷若者サポートステーション
☎520‐2170

就労についての悩みや困難
を抱えている若者と保護者の
ための相談　予約制

月～金曜日午前10時～午後6時
土曜日午前10時～午後6時

サポステ事務所（熊谷）
深谷シネマ内

結婚相談 社会福祉協議会
☎573‐6563 結婚に関する相談、紹介など 毎月第1木曜日、毎月第3日曜日

午後1時～3時
ボランティア交流
センター

保健センター
☎575‐1101

未就学児とその保護者を対象
とした、身長・体重の測定、発
育・栄養・発達・子育ての相談
（希望者）
午後は予約制

12月12日㈪午前10時～11時30分
　　　　　  午後  1時～  4時
12月14日㈬午前10時～11時30分
12月21日㈬午前10時～11時30分
　　　　　  午後  1時～  3時
  1月11日㈬午前10時～11時30分

深谷市保健センター

川本保健センター
花園保健センター

川本保健センター

健康相談 保健センター
☎575‐1101

健康に関する相談
面接は予約制
※電話相談は随時

月～金曜日
午前8時30分～午後5時15分　 深谷市保健センター

こころの健康相談 保健センター
☎575‐1101

心の健康や病気、福祉制度な
どの相談　予約制

12月15日㈭午前10時～11時40分
  1月10日㈫午後  2時～  4時 深谷市保健センター

ひきこもり等相談室 こども青少年課
☎574‐6646

15～34歳までの引きこもり
などに関する相談

毎月第2・4水曜日午後1時～5時15分
※祝休日の場合は翌開庁日 ‐

エイズ相談・検査 熊谷保健所
☎523‐2811

エイズなどに関する相談と血
液検査　予約制

毎月第1木曜日午後1時30分～3時、
毎月第4火曜日午前10時～11時、午
後5時30分～6時30分

熊谷保健所

女性の悩み相談室

乳幼児相談

若者サポートステーション
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指定日にお越しになれない場合、ご相談がある場合および問い合わせは、保健センターへご連絡ください。
下記の各事業（マタニティ教室を除く）の対象者へは、個別に通知を発送しています。

深谷 深谷市保健センター（☎575‐1101）

総合 総合健診センター（問い合わせは、深谷市保健センターへ）

岡部 岡部保健センター（問い合わせは、深谷市保健センターへ）

●
埼
玉
県
小
児
救
急
電
話
相
談「
♯
８
０
０
０
」

　

休
日
や
夜
間
の
子
ど
も
の
急
病
時
に
、経
験
豊
富
な
看
護
師

が
直
ち
に
医
療
機
関
を
受
診
す
る
必
要
が
あ
る
か
や
、家
庭
で

の
対
処
方
法
な
ど
を
ア
ド
バ
イ
ス
し
ま
す
。

電
話
番
号　

☎
♯
８
０
０
０

　
　
　
　
　
　
（
N
T
T
の
プ
ッ
シ
ュ
回
線
、携
帯
電
話
）

　
　
　
　
　

☎
０
４
８
‐
８
３
３
‐
７
９
１
１

　
　
　
　
　
　
（
I
P
電
話
、ひ
か
り
電
話
、ダ
イ
ヤ
ル
回
線
）

相
談
時
間　

平
日（
月
〜
土
曜
日
）午
後
７
時
〜
11
時

休
日（
日
曜
日
、祝
休
日
、年
末
年
始
）午
前
９
時
〜

午
後
11
時

●
埼
玉
県
救
急
医
療
情
報
セ
ン
タ
ー

　

救
急
車
を
呼
ぶ
ほ
ど
で
は
な
い
が
、休
日
や
夜
間
な
ど
に
診

察
し
て
く
れ
る
医
療
機
関
が
分
か
ら
な
い
と
き
に
、24
時
間
体

制
で
受
診
可
能
な
医
療
機
関
の
ご
案
内
を
し
て
い
ま
す
。

電
話
番
号　

☎
０
４
８
‐
８
２
４
‐
４
１
９
９（
24
時
間
対
応
）

※
医
療
相
談
の
お
応
え
は
で
き
ま
せ
ん
。

※
歯
科
・
口
腔
外
科
・
精
神
科
の
案
内
は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。

※
案
内
さ
れ
た
医
療
機
関
を
受
診
さ
れ
る
場
合
は
、必
ず
そ
の

医
療
機
関
に
電
話
で
確
認
の
上
、出
掛
け
て
く
だ
さ
い
。

●
埼
玉
県
医
療
機
能
情
報
提
供
シ
ス
テ
ム

　

場
所
や
診
療
科
目
、時
間
な
ど
の
条
件
を
入
力
す
る
と
、県
内
約

１
万
か
所
の
医
療
機
関
や
薬
局
を
検
索
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

か「
埼
玉
県
医
療
機
能
情
報
提
供
シ
ス
テ
ム
」で
検
索

川本 川本保健センター（問い合わせは、深谷市保健センターへ）

花園 花園保健センター（問い合わせは、深谷市保健センターへ）

とき 休日診療医院名 問い合わせ

12月23日㈷ 吉田眼科医院 ☎585‐2054

とき 休日診療医院名 問い合わせ

12月  4日㈰
神足眼科医院 ☎574‐6754

石川医院耳鼻咽喉科 ☎571‐0038

事業名 対象者区域 会場 実施日時  対象者など

※「乳幼児相談」や「健康相談」などをご利用のかたは、23ページの「各種無料相談」をご覧ください。

花園

※変更になる場合がありますので、受診される場合は事前に電話でご確認ください。
※携帯電話からもご確認いただけます。Ｂｈｔｔｐ：//ｍｏｂｉｌｅ．ｃｉｔｙ．ｆｕｋａｙａ．ｓａｉｔａｍａ．ｊｐ/

　　　　　 12月  3日・  4日・10日・11日・17日・18日・23日・24日・
　　　　　　　  25日・31日
　　　　　   1月  1日・  2日・  3日・  7日・  8日・  9日・14日・15日・
　　　　　　　  21日・22日・28日・29日

　　　　　 午後7時～10時
　　　　　 （受け付け：午後7時～9時30分）

　　　　　　

　　　　　 小児科・内科（こども）

※診療場所は、総合健診センター・休日急患診療所（常盤町62‐2・☎573‐7723）です。
※日時は、携帯電話からもご確認いただけます。Ｂhttp://mobile.city.fukaya.saitama.jp/

12月13日㈫

（受け付け：
午後1時～1時30分）

平成23年8月16日～9月15日生まれ12月14日㈬

12月19日㈪

  1月11日㈬

平成23年9月16日～10月15日生まれ  1月13日㈮

  1月16日㈪

  1月10日㈫ 平成23年9月生まれ

BCG予防接種

総合

川本川本/花園

深谷/岡部

12月  2日12月  2日㈮

午前9時20分～11時50分
おおむね妊娠中期（16～27週）の妊婦と夫、
祖父母
※要電話予約

12月  9日㈮

12月17日㈯

  1月  6日㈮

  1月13日㈮

  1月21日㈯
  または
  2月  4日㈯

全区域全区域

マタニティ教室マタニティ教室マタニティ教室マタニティ教室

深谷

花園

12月15日㈭

（受け付け：午後1時～2時）

平成20年5月15日～5月31日生まれ

  1月10日㈫ 平成20年6月・7月生まれ

  1月11日㈬ 平成20年6月  1日～6月15日生まれ

深谷

深谷

深谷

深谷

岡部岡部

3歳児
健康診査

12月13日㈫ （受け付け：
午前10時～午後1時）

対象／おおむね妊娠中期（16～27週）の妊婦
内容／講話、ティータイム（ハーブを楽しむ）、
調理実習（カルシウムと貧血予防）、お話会
参加料／300円
※要電話予約（先着20人）

全区域 深谷

マタニティ教室マタニティ教室マタニティ教室
スペシャルコーススペシャルコーススペシャルコース

12月20日㈫

（受け付け：午後1時～2時）

平成22年4月・5月生まれ

12月22日㈭ 平成22年5月14日～5月31日生まれ

  1月12日㈭ 平成22年6月  1日～6月15日生まれ
深谷深谷

岡部 岡部1歳6か月児
健康診査

12月13日㈫ （受け付け：午後1時～2時）平成23年7月・8月生まれ

12月16日㈮

（受け付け：
午後1時～1時30分）

平成23年7月27日～8月  4日生まれ

12月26日㈪ 平成23年8月  5日～8月15日生まれ

  1月  6日㈮ 平成23年8月16日～8月27日生まれ

深谷深谷

川本/花園 川本4か月児
健康診査

  1月10日㈫ （受け付け：
午前9時45分～10時）

おおむね3～5か月児
※1週間前までに要電話予約
（保育を希望されるかたは、予約時にご相談
ください）

全区域 深谷
離乳食教室

　　　　　 12月  4日・11日・18日・23日・25日・
　　　　　　　  31日
　　　　　   1月  1日・  2日・  3日・  8日・  9日・
　　　　　　　  15日・22日・29日

　　　　　 午前9時～正午
　　　　　 （受け付け：午前9時～11時30分）
　　　　　 午後2時～5時
　　　　　 （受け付け：午後2時～  4時30分）

　　　　　 内科・小児科

診療日 診療日

診療時間 診療時間

診療科目診療科目
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◆以下の事業は予約制です。 12月13日㈫午前9時から電話でお申し込みいただけます。

◆以下の事業は予約不要です。各会場に直接お越しください。

事業名 内容 会場・日時 対象 定員 参加料 受付

事業名 内容 会場・日時 対象

わくわく教室
親子でたっぷりスキンシッ
プを取って遊べるひととき
です

桜ヶ丘子育て支援センター
1月18日㈬
午前10時30分～１１時30分

１歳半以上児と保
護者

各日先着
20組 無料

桜ヶ丘子育て支援センター
※徒歩・自転車などでお
越しのかたは、予約不要
です。

1月11日㈬
午前10時30分～１１時30分

１歳半未満児と保
護者

お誕生会
1月25日㈬
午前10時30分～１１時30分 未就学児と保護者

わくわく教室
親子でたっぷりスキンシッ
プを取って遊べるひととき
です

藤沢子育て支援センター
1月11日㈬
午前10時30分～１１時30分

1歳半未満児と保
護者

1月18日㈬
午前10時30分～11時30分

1歳半以上児と保
護者

お誕生会 1月25日㈬
午前10時30分～１１時30分 未就学児と保護者

親子でたっぷりスキンシッ
プを取って遊べるひととき
です

おかべ子育て支援センター
1月11日㈬
午前10時30分～１１時30分

1歳半以上児と保
護者

1月18日㈬
午前10時30分～11時30分

1歳半未満児と保
護者

お誕生会 1月25日㈬
午前10時30分～１１時30分 未就学児と保護者

親子でたっぷりスキンシッ
プを取って遊べるひととき
です

明戸子育て支援センター
1月11日㈬
午前10時30分～１１時30分

1歳半以上児と保
護者

1月18日㈬
午前10時30分～11時30分

1歳半未満児と保
護者

お誕生会 1月25日㈬
午前10時30分～１１時30分 未就学児と保護者

親子でたっぷりスキンシッ
プを取って遊べるひととき
です

豊里子育て支援センター
1月11日㈬・18日㈬
午前10時30分～１１時30分 未就学児と保護者

お誕生会（童歌で遊ぼう） 1月25日㈬
午前10時30分～１１時30分

おはなし教室
豊かな心をはぐくむ絵本
の読み聞かせです

藤沢子育て支援センター
1月20日㈮
午前10時30分～１１時30分

1歳半未満児と保
護者

1月13日㈮・27日㈮
午前10時30分～１１時30分

1歳半以上児と保
護者

おかべ子育て支援センター
1月20日㈮
午前10時30分～１１時30分

1歳半以上児と保
護者

1月13日㈮・27日㈮
午前10時30分～１１時30分

1歳半未満児と保
護者

明戸子育て支援センター
1月20日㈮
午前10時30分～１１時30分

1歳半以上児と保
護者

1月13日㈮・27日㈮
午前10時30分～１１時30分

1歳半未満児と保
護者

豊里子育て支援センター
1月13日㈮・20日㈮・27日㈮
午前10時30分～１１時30分

未就学児と保護者

おはなし教室
豊かな心をはぐくむ絵本
の読み聞かせです 桜ヶ丘子育て支援センター

1月20日㈮
午前10時30分～11時30分

1歳半未満児と保
護者

各日先着
20組 無料

桜ヶ丘子育て支援センター
※徒歩・自転車などでお
越しのかたは、予約不要
です。

1月13日㈮・27日㈮
午前10時30分～１１時30分

1歳半以上児と保
護者

給食体験
給食を食べながら、栄養
士が食事や栄養について
相談に応じます 豊里子育て支援センター

1月17日㈫
午前11時～正午

離乳食を終了し
ている未就学児と
保護者

先着  7組
親
300円
子
250円

豊里子育て支援センター

広場
事業のない時間、子育て
支援センターを開放して
います

各子育て支援センター
毎週火～土曜日午前9時～正
午・午後2時30分～4時30分
（詳しくはお問い合わせください）

未就学児と保護者

パワフルランド
わくわく・おはなし教室が、
はたらふれあい館でも楽
しめます

はたらふれあい館
1月19日㈭
午前10時30分～11時30分

未就学児と保護者

ハートフル広場
お子さんの発達について
保健師がアドバイスします

豊里子育て支援センター
１月24日㈫
午前10時～11時30分

未就学児と保護者

くまぴよ隊
ミニ演奏会

親子コンサートでご存知の
くまぴよ隊によるミニ演奏
会です

豊里子育て支援センター
１月１８日㈬
午前10時30分～１１時30分

未就学児と保護者

● 桜ヶ丘子育て支援センター ☎574 ̶ 8002
● 藤沢子育て支援センター ☎551 ̶ 5055
● 明戸子育て支援センター ☎573 ̶ 5115

● 豊里子育て支援センター ☎587 ̶ 1170
● おかべ子育て支援センター ☎585 ̶ 4101

問

育児相談
子育ての悩みを一緒に考
えましょう

各子育て支援センター
毎週火～土曜日
午前8時30分～午後5時
(随時相談に応じます）

未就学児と保護者
ヨガ教室

ヨガで子育ての疲れをリフ
レッシュしませんか？

おかべ子育て支援センター
1月21日㈯
午前10時30分～１１時30分

未就学児の保護者 先着20人 無料 おかべ子育て支援センター

子
ど
も
の
お
ね
し
ょ

「
お
ね
し
ょ
は
い
つ
に
な
っ
た
ら
な
く
な

る
の
？
」

　

そ
ん
な
悩
み
を
抱
え
る
か
た
は
多
い
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？

　

小
さ
い
こ
ろ
は
お
ね
し
ょ
を
し
て
も
当

た
り
前
。
「
う
ち
の
子
だ
け
？
」
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。

　

昼
間
の
ト
イ
レ
が
成
功
し
て
い
て
も
、

お
ね
し
ょ
卒
業
ま
で
は
少
し
時
間
が
か
か

る
も
の
で
す
。

●
お
ね
し
ょ
は
ど
う
し
て
起
こ
る
の
？

　

膀ぼ
う

胱こ
う

が
十
分
発
達
し
て
い
な
い
た

め
、
排
尿
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
上
手
に
で

き
な
い
、
抗
利
尿
ホ
ル
モ
ン
（
夜
間
の
尿

量
を
減
ら
す
働
き
）
の
分
泌
リ
ズ
ム
が
定

ま
ら
な
い
、
な
ど
の
原
因
が
考
え
ら
れ
ま

す
。
月
１
回
以
上
の
お
ね
し
ょ
が
あ
る
子

は
５
歳
で
10
〜
15
％
、
小
学
生
高
学
年
で

５
％
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に

成
長
と
と
も
に
ほ
と
ん
ど
の
お
ね
し
ょ
は

な
く
な
っ
て
い
き
ま
す
の
で
、
焦
ら
ず
、

し
か
ら
ず
、
じ
っ
く
り
と
対
応
し
ま
し
ょ

う
。

●
気
を
付
け
る
ポ
イ
ン
ト

・
お
ね
し
ょ
シ
ー
ツ
の
利
用
な
ど
、
家
族

の
負
担
に
な
ら
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。

・
夕
食
以
降
の
水
分
摂
取
を
少
な
く
し
、

寝
る
前
に
必
ず
ト
イ
レ
を
済
ま
せ
ま
し
ょ

う
。

・
夜
、
む
や
み
に
子
ど
も
を
起
こ
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。



年末年始（12月29日㈭～1月3日㈫）を休園します。年末年始（12月29日㈭～1月3日㈫）を休園します。

午前10時30分
～11時30分

午後0時30分
～1時30分

午後2時30分
～3時30分

　クリスマスをテーマにした、お花のアレンジ
体験教室です。今年のクリスマスには、オリジ
ナルの品で新しい演出をしてみませんか？
共催　NPO法人地域環境緑創造交流協会
とき　12 月 17 日㈯午前 10 時 30 分～午後 5時
ところ　アリオ深谷イベント広場
参加料　各 2,000 円（当日集金）
定員　各先着 10 人　申し込み　12 月 5 日㈪か
ら、電話でふかや緑の王国へ
※このほかにもいろいろなイベントが予定され
ています。

　ふかや村では、王国ボランティ
アの手により、小川に橋を架け終
わり、水車の設置を行っています。
水車が出来上がるとふかや村の風
景も様変わりします。ぜひ、見に
来てください。
※王国ボランティアは随時募集中です。詳
しくは、お問い合わせください。

　JR 深谷駅北口ステイションガーデ
ンの花が、ボランティアの手により冬
の花に入れ替わりました。チューリッ
プの球根も植えられ、春が楽しみです。
また、今年もイルミネーションがお目
見え。12 月 25 日㈰まで点灯します。
※市民ガーデニングボランティアは随時募集中で
す。詳しくは、お問い合わせください。

 優秀賞　森
もりた

田航
こう

也
や

最優秀賞　林
はやし

優
ゆう

里
り

優秀賞　福
ふくだ

田稔
みのる

　特別賞　　富
とみさわ

沢隆
たかふみ

史
特別賞　栁

やなぎさわ

沢竣
しゅん

　
　　　　鳥

とりやま

山翔
しょう

太
た

（受賞者名：敬称略）
　今回、人間審査の部は県内外から 35 点の応募があり、審査の結果最優秀賞には、林優里さん（栃木県佐野市在住）が輝きました。
※「鳥の審査の部」は、来年 6月までふかや緑の王国内に巣箱を設置し、鳥の入り具合で各賞を決定します。
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せ

崇
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清
し

水
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魁
かい

人
と

花を愛し、人を愛し、地域を愛するまちづくり !!

GARDENCITYNEWS
自然と人間が共生できるまちづくり

ガーデンシティふかや推進室［ふかや緑の王国・深谷市櫛引24（花植木流通センター隣）］☎551‐5551
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「ガーデンシティふかや」のホームページもご覧ください。
Ｃhttp://www.city.fukaya.saitama.jp/fukayahanaweb/index.htm

メール配信サービス
登録受け付け中

●市からのお知らせ　●災害・防災情報　●防災行政無線情報　●火災情報
Ｂ http://mobile.city.fukaya.saitama.jp/

↑登録はこちらから


